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岩

坪

健

本
稿
は
『
三
玉
挑
事
抄
』
春
部
の
１
番
か
ら
５８
番
ま
で
を
掲
載
す
る
。
担
当
者
は
す
べ
て
本
学
博
士
課
程
在
学
者
で
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
な
お
各
項
目
末
尾
の
（

）
内
に
は
、
担
当
者
の
氏
名
を
示
し
た
。

森
あ
か
ね
・
大
八
木
宏
枝
・
風
岡
む
つ
み
・
城
阪
早
紀
・
植
田
彩
郁
・
吉
岡
真
由
美

凡
例

一
、
翻
刻
は
原
文
の
ま
ま
を
原
則
と
し
て
、
誤
字
・
脱
字
・
濁
点
・
当
て
字
・
仮
名
遣
い
等
も
底
本
の
通
り
に
し
た
が
、
読
解
や
印
刷
の

便
宜
を
考
慮
し
て
次
の
操
作
を
行
っ
た
。

１

句
読
点
を
付
け
、
会
話
文
な
ど
は
「

」
で
括
り
、
底
本
の
旧
漢
字
・
異
体
字
・
略
体
は
通
常
の
字
体
に
改
め
た
。

２

誤
写
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
、
右
側
行
間
に
（
マ
マ
）
と
記
し
た
。

３

和
歌
の
上
に
、
通
し
番
号
（
１
〜
５８
）
を
付
け
た
。

一
、﹇
出
典
﹈
の
欄
に
は
、
和
歌
と
注
釈
本
文
の
典
拠
を
示
す
。
和
歌
に
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
番
号
（
万
葉
集
は
旧
番
号
の
み
示
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す
）
を
記
す
が
、
無
い
場
合
は
「
該
当
歌
な
し
」
と
表
記
し
、『
三
玉
和
歌
集
類
題
』
に
あ
れ
ば
部
立
な
ど
を
示
す
。
注
釈
本
文
が

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
。
略
称
『
新
編
全
集
』）、
ま
た
は
『
新
釈
漢
文
大
系
』（
明
治
書
院
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
ペ
ー
ジ
数
も
記
載
す
る
。
た
だ
し
『
新
釈
漢
文
大
系
』
の
白
氏
文
集
で
未
刊
の
巻
は
、
続
国
訳
漢
文
大
成
『
白
楽
天
全
詩

集
』
に
よ
る
。

一
、﹇
異
同
﹈
の
欄
に
は
、
翻
刻
本
文
と
の
異
同
を
列
挙
す
る
。
た
だ
し
、
濁
点
や
送
り
仮
名
の
有
無
、
漢
字
と
仮
名
の
相
違
、
仮
名
遣

の
相
違
は
取
り
あ
げ
な
い
。
和
歌
の
本
文
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
と
、
注
釈
本
文
は
原
則
と
し
て
版
本
と
、
そ
れ
ぞ
れ
比
較
す
る
。
異

同
が
な
い
場
合
は
「
ナ
シ
」
と
記
し
、
あ
る
場
合
は
『
三
玉
挑
事
抄
』
の
本
文
│
異
文
の
順
に
列
挙
す
る
。
複
数
の
作
品
す
べ
て
に
異

同
が
な
い
場
合
は
、
書
名
を
ま
と
め
て
列
挙
し
て
、
末
尾
に
「
ナ
シ
」
と
記
す
。

○
源
氏
物
語
は
、
絵
入
り
承
応
版
本
（
略
称
『
承
応
』。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
）
と
、
北
村
季
吟
『
源
氏
物

語
湖
月
抄
』（
略
称
『
湖
月
抄
』。『
北
村
季
吟
古
註
釈
集
成
』
新
典
社
を
使
用
）
に
よ
る
。

○
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
・
枕
草
子
・
古
今
集
序
・
八
代
集
・
和
漢
朗
詠
集
は
、『
北
村
季
吟
古
註
釈
集
成
』（
新
典
社
）
に
よ
る
。

○
竹
取
物
語
は
絵
入
り
版
本
（
無
刊
記
版
。
同
志
社
大
学
所
蔵
）
に
よ
る
。

○
う
つ
ほ
物
語
は
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
年
）
補
刻
本
、
狭
衣
物
語
は
承
応
三
年
（
一
六
五
四
年
）
版
本
に
よ
り
、
い
ず
れ
も
三
谷
栄

一
『
平
安
朝
物
語
板
本
叢
書
』
有
精
堂
を
使
用
す
る
。

○
漢
籍
も
同
志
社
大
学
に
版
本
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
を
用
い
る
。
な
い
場
合
は
『
新
釈
漢
文
大
系
』
な
ど
に
よ
る
。

一
、﹇
訳
﹈
の
欄
に
は
翻
刻
本
文
の
現
代
語
訳
、﹇
考
察
﹈
の
欄
に
は
和
歌
と
典
拠
と
の
関
係
な
ど
、﹇
参
考
﹈
の
欄
に
は
参
考
資
料
な
ど

を
記
す
。
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一
、
歌
題
が
同
じ
で
あ
る
和
歌
が
連
続
す
る
場
合
、
底
本
で
は
二
首
め
か
ら
の
歌
題
は
省
略
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
﹇
訳
﹈
に
限
り
す

べ
て
の
歌
に
題
を
示
し
た
。
た
だ
し
補
足
し
た
歌
題
に
は
（

）
を
付
け
て
、
底
本
に
は
な
い
こ
と
を
示
す
。

三
玉
挑
事
抄
巻
上

春
部元

日
宴

１
も
ろ
人
の
恵
隔
ぬ
道
し
あ
れ
や
春
立
け
ふ
の
門
ひ
ら
く
声

江
次
第
曰
、
元
日
ノ

宴
―

会
、
内
―

弁
起
座
、
微
―

音
ニ

称
、
唯
経
二

宣
陽
殿
ノ

壇
上
ヲ一

北
行
、
出
レ

自
二

軒
廊
東
第
二
間
一

斜
―

行
、
到
二

左
近

陣
ノ

南
頭
一

、
謝
―

座
再
│

拝
、
開
│

門
云
云
。

同
鈔
曰
、
時
ニ

百
―

官
、
皆
在
二

門
外
一

、
至
テレ

是
ニ

命
ス
ル
二

開
│

門
ヲ一

者
ハ

、
令
シ
テ
二レ

群
│

臣
ヲ一

放
入
一

也
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
番
。
江
家
次
第
（
神
道
大
系
）、
巻
一
、
正
月
甲
、
元
日
宴
会
。
江
家
次
第
鈔
（
続
々
群
書
類
従
）、
第
一
、
正
月
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
江
家
次
第
』『
江
家
次
第
鈔
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

元
日
の
宴

多
く
の
人
に
分
け
隔
て
な
く
恩
恵
を
施
す
道
は
あ
る
の
だ
な
あ
。
立
春
の
今
日
、
門
を
開
く
声
（
が
聞
こ
え
る
）
よ
。

江
家
次
第
に
よ
る
と
、
元
日
の
宴
会
で
、
内
弁
は
起
座
し
て
微
音
で
称
え
、
一
人
で
宣
陽
殿
の
壇
上
を
経
て
北
行
し
、
軒
廊
の
東

の
第
二
間
よ
り
出
て
斜
行
し
て
、
左
近
の
陣
の
南
頭
に
到
り
、
感
謝
の
意
を
表
し
て
二
度
礼
拝
し
て
開
門
す
る
云
々
。
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同
鈔
に
よ
る
と
、
こ
の
時
に
百
官
は
皆
、
門
外
に
お
り
、
こ
の
時
に
至
る
と
開
門
を
命
じ
る
者
は
群
臣
を
放
入
さ
せ
る
の
で
あ

る
。

﹇
考
察
﹈『
江
家
次
第
』
は
元
日
の
宴
会
で
、
開
門
に
至
る
ま
で
の
手
順
を
記
し
た
部
分
。『
江
家
次
第
鈔
』
は
一
条
兼
良
の
注
釈
書
。
当

歌
は
、
新
年
に
開
門
を
命
じ
る
声
に
よ
り
群
臣
が
入
れ
る
儀
式
を
、
多
く
の
人
々
に
惠
み
を
も
た
ら
す
と
見
な
し
た
も
の
。

﹇
参
考
﹈『
江
家
次
第
』
の
異
同
に
は
、
渡
辺
直
彦
校
注
『
神
道
大
系

江
家
次
第
』（
底
本
は
承
応
二
年
版
。
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九

九
一
年
）
を
使
用
。

（
森
あ
か
ね
）

元
日

２
け
ふ
に
あ
ひ
て
吉
野
の
国
栖
も
万
代
の
春
の
は
し
め
の
笛
竹
の
声

日
本
書
紀
曰
、
応
神
天
皇
、
十
九
年
冬
戊
戌
、
幸
ニ
ス
二

吉
野
ノ

宮
ニ一

。
時
、
国
栖
人
、
来
―

朝
之
。
因
テ

以
二

醴
―

酒
一

献
二

于
天
皇
ニ一

而
歌
テ

之
曰
云
云
。
今
、
国
栖
人
献
二

土
―

毛
一

之
日
、
歌
―

訖
、
即
チ

撃
レ

口
以
仰
咲
。
上
古
ノ

之
遺
レ
ル

則
也
。

延
喜
、
宮
内
式
曰
、
吉
野
国
栖
献
二

御
贄
一

奏
二

歌
曲
一

、
毎
ニレ

節
以
二

十
七
人
ヲ一

為
レ

定
。
国
栖
十
二
人
、
笛
工
五
人
。

江
次
第
曰
、
元
日
宴
会
、
国
栖
奏
歌
笛
、
於
承
明
門
外
、
奏
之
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
番
。
日
本
書
紀
、
巻
一
〇
、
応
神
天
皇
、
四
八
五
頁
。
延
喜
式
（
国
史
大
系
）、
第
三
一
、
宮
内
省
。
江
家
次
第

（
神
道
大
系
）、
巻
第
一
、
正
月
甲
、
元
日
宴
会
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
江
家
次
第
』
ナ
シ
。『
日
本
書
紀
』「
十
九
年
冬
戊
戌
│
十
九
年
冬
十
月
戊
戌
朔
」「
時
国
栖
人
│
時
国
樔

人
」「
国
栖
人
献
土
毛
│
国
樔
献
土
毛
」「
咲
上
古
之
遺
│
咲
者
蓋
上
古
遺
」。『
延
喜
式
』「
歌
曲
│
歌
笛
」。
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﹇
訳
﹈

元
日

元
日
の
今
日
、
吉
野
の
国
栖
人
も
来
朝
し
て
、
限
り
な
く
続
く
世
の
春
の
初
め
に
、
音
楽
を
演
奏
す
る
こ
と
よ
。

日
本
書
紀
に
よ
る
と
、
応
神
天
皇
、
十
九
年
冬
の
戊
戌
に
、
吉
野
宮
に
臨
幸
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
国
栖
人
が
来
朝
し
た
。
そ
し

て
、
濃
い
酒
を
天
皇
に
献
じ
て
歌
を
詠
ん
だ
云
々
。
今
、
国
栖
人
が
土
地
の
産
物
を
献
じ
る
日
に
、
歌
い
終
わ
っ
て
た
だ
ち
に
口

を
打
ち
、
上
を
向
い
て
笑
う
の
は
、
上
古
の
遺
風
で
あ
ろ
う
。

延
喜
式
の
宮
内
省
に
よ
る
と
、
吉
野
の
国
栖
は
御
贄
を
献
じ
、
歌
曲
を
演
奏
す
る
。
節
会
ご
と
に
十
七
人
と
定
め
る
。
国
栖
が
十

二
人
、
笛
工
が
五
人
。

江
家
次
第
に
よ
る
と
、
元
日
宴
会
、
国
栖
は
歌
笛
を
奏
で
、
承
明
門
の
外
で
こ
れ
を
奏
で
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
元
旦
に
吉
野
の
国
栖
人
が
奏
で
る
音
楽
を
聞
き
、
永
き
世
の
春
が
始
ま
る
喜
び
を
詠
ん
だ
も
の
。
初
句
の
「
あ
ひ
て
」

く

ず

に
、
国
栖
人
に
会
っ
て
と
、
今
日
と
い
う
日
に
出
会
っ
て
を
掛
け
る
。
国
栖
は
現
在
も
、
奈
良
県
吉
野
町
南
国
栖
に
名
を
残
す
。

（
森
あ
か
ね
）

３
立
か
へ
る
春
は
け
ふ
と
や
万
代
の
月
日
の
は
し
め
年
の
は
し
め
に

玉
燭
宝
典
曰
、
正
月
一
日
ヲ

為
二

三
元
ノ

之
日
ト一

、
歳
ノ

之
元
、
時
ノ

之
元
、
日
ノ

之
元
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
二
五
四
番
。
円
機
活
法
、
巻
三
、
節
序
門
、
元
日
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
立
か
へ
る
│
立
ち
か
は
る
」。『
円
機
活
法
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
元
日
）

年
が
改
ま
り
春
は
今
日
と
言
う
の
だ
ろ
う
か
。
限
り
な
く
続
く
世
の
年
の
初
め
で
あ
り
、
月
の
初
め
で
あ
り
、
日
の
初
め
で
あ
る
元
日
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に
お
い
て
。

玉
燭
宝
典
に
よ
る
と
、
正
月
一
日
を
三
元
の
日
と
す
る
。
一
年
の
初
め
で
あ
り
、
一
月
の
初
め
、
一
日
の
初
め
で
あ
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈
出
典
と
し
て
引
用
さ
れ
た
箇
所
は
『
玉
燭
宝
典
』（
古
逸
叢
書
本
）
に
見
ら
れ
な
い
た
め
、『
円
機
活
法
』
を
参
照
し
た
。
ま
た
、

『
資
治
通
鑑
』（
巻
一
四
〇
、
斉
紀
六
、
建
武
三
年
三
月
）
の
「
三
元
」
の
注
に
も
、「
玉
燭
宝
典
曰
、
正
月
為
二

端
月
一

、
其
一
日
為
二

上

日
一

、
亦
云
二

三
元
一

、
謂
二

歳
之
元
・
月
之
元
・
時
之
元
一

也
。」
と
あ
る
。

﹇
参
考
﹈
杜
台
卿
著
『
玉
燭
宝
典
』
は
北
周
の
時
代
に
成
立
し
た
中
国
年
中
行
事
の
記
録
で
あ
り
、
日
本
に
も
伝
来
し
て
現
存
す
る
が
、

中
国
で
は
明
・
清
の
こ
ろ
に
散
逸
し
た
。

（
大
八
木
宏
枝
）

立
春
暁

４
お
き
出
て
と
な
ふ
る
星
の
光
ま
て
春
に
明
行
空
の
長
閑
さ

ト
ナ
ヘ
マ
シ
マ
ス

江
次
第
曰
、
四
方
拝
、
次
ニ

皇
―

上
於
二

拝
ス
ル
レ

属
―

星
ヲ

座
ニ一

、
端
シ
テ
レ

笏
ヲ

北
面
、
称
二

御
属
―

星
ノ

名
字
ヲ一
七
遍
是
北

斗
七
星
也
云
云
。
庶
―

人
ノ

儀
卯
時
前
│

庭
ニ

敷
レ
座

北
│

面
ニ

拝
ス二

属
―

星
ヲ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
六
四
九
番
。
江
家
次
第
（
神
道
大
系
）、
巻
一
、
正
月
甲
、
四
方
拝
事
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
江
家
次
第
』「
端
シ
テ
レ

笏
ヲ

北
面
│
端
レ

笏
北
向
」「
北
│

面
ニ

拝
ス二

属
―

星
ヲ一

│
北
向
拝
二

属
星
一

」。

﹇
訳
﹈

立
春
の
夜
明
け

早
朝
に
起
き
出
し
て
、
新
年
の
星
の
名
前
を
唱
え
て
い
る
と
、
立
春
の
今
日
、
夜
が
明
け
年
も
明
け
て
、
星
の
光
ま
で
も
穏
や
か
な
空

で
あ
る
こ
と
よ
。
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江
家
次
第
に
よ
る
と
、
四
方
拝
に
お
い
て
、
次
に
今
上
が
そ
の
年
に
当
る
星
を
拝
礼
す
る
場
所
で
、
笏
を
正
し
て
北
を
向
き
、
そ

の
年
の
星
の
名
字
を
お
唱
え
に
な
る
。
こ
れ
を
七
遍
く
り
返
す
の
は
、
北
斗
七
星
に
ち
な
む
か
ら
で
あ
る
云
云
。
庶
民
の
儀
式

は
、
午
前
六
時
前
後
に
前
庭
に
敷
物
を
敷
き
、
北
を
向
い
て
そ
の
年
の
星
を
礼
拝
す
る
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
第
四
句
「
春
に
明
け
行
く
」
の
「
明
け
」
に
、
夜
が
明
け
る
と
年
が
明
け
る
を
掛
け
る
。

﹇
参
考
﹈『
江
家
次
第
』
の
後
半
部
「
庶
人
儀
」
以
下
は
、
他
の
文
献
に
は
見
ら
れ
な
い
。
一
条
兼
良
著
『
公
事
根
源
』
に
、「
昔
は
殿
上

の
侍
臣
な
ど
も
四
方
拝
を
ば
し
け
る
に
や
。
近
頃
は
内
裏
仙
洞
摂
関
大
臣
家
な
ど
の
ほ
か
は
さ
る
事
も
な
き
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、

地
下
で
は
さ
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
吉
岡
真
由
美
）

立
春

柏
玉

５
な
へ
て
世
の
ち
か
ら
を
も
い
れ
す
波
風
を
よ
も
に
お
さ
め
て
春
や
立
ら
ん

古
今
集
序
、
力
を
も
い
れ
す
し
て
あ
め
つ
ち
を
う
こ
か
し
云
々
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
二
八
番
。
古
今
和
歌
集
、
仮
名
序
、
一
七
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
古
今
和
歌
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

立
春

総
じ
て
世
間
の
力
ひ
と
つ
加
え
な
く
て
も
、
波
風
を
至
る
と
こ
ろ
で
落
ち
着
か
せ
て
、
立
春
は
来
る
の
だ
ろ
う
か
。

古
今
集
序
に
よ
る
と
、
力
ひ
と
つ
入
れ
な
い
で
天
地
の
神
々
の
心
を
動
か
し
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
は
、
和
歌
が
力
ひ
と
つ
入
れ
な
い
で
も
天
地
の
神
々
の
心
を
動
か
し
、
目
に
見
え
な
い
霊
魂
を
感
激
さ

せ
、
男
女
の
仲
を
親
密
に
し
、
勇
猛
な
武
人
の
心
さ
え
も
和
や
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
な
ど
と
和
歌
の
効
力
を
述
べ
た
箇
所
。
当
歌
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は
人
的
な
力
を
一
切
加
え
な
く
て
も
、
春
が
自
然
に
来
る
様
子
を
詠
ん
だ
も
の
。

﹇
参
考
﹈
仮
名
序
の
一
節
は
、「
動
シ二

天
地
ヲ一

感
ゼ
シ
ム
ル

二

鬼
神
ヲ一

莫
シレ

近
キ
ハ
二

於
詩
ヨ
リ
一

」（『
毛
詩
』
序
）
に
拠
る
。

（
植
田
彩
郁
）

試
書

于
時
八
十
歳

６
い
さ
や
こ
ら
春
に
心
を
の
は
へ
て
ん
八
十
に
は
や
も
み
つ
の
浜
松

モ
ロ
コ
シ

万
葉
集
、
巻
一
。
在
テ二

大
唐
ニ一

時
憶
二

本
郷
一

作
歌
、
山
上
憶
良

イ

サ

ト
ト
モ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
モ
ト

ヘ

ノ

ミ

ツ

ノ

ヌ

ラ

ム

去
来
子
等
早
日
本
辺
大
伴
乃
御
津
乃
浜
松
待
恋
奴
良
武

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
番
。
万
葉
集
、
巻
一
、
六
三
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
万
葉
集
』「
山
上
憶
良
│
山
上
臣
憶
良
」「
イ
サ
ト
ト
モ
│
イ
サ
コ
ト
モ
」。

﹇
訳
﹈

試
書

時
に
八
十
歳

さ
あ
皆
の
者
よ
、
新
春
に
な
っ
た
の
で
心
の
内
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
し
ま
お
う
。
早
く
も
八
十
歳
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
で
は
な
い

か
、
三
津
の
浜
松
よ
。

万
葉
集
、
巻
一
。
山
上
憶
良
が
唐
に
い
た
時
に
、
本
国
を
思
っ
て
作
っ
た
歌
。

さ
あ
皆
の
者
よ
、
早
く
日
本
へ
帰
ろ
う
。
大
伴
の
三
津
の
浜
松
も
、
さ
ぞ
待
ち
わ
び
て
い
よ
う
。

﹇
考
察
﹈『
万
葉
集
』
は
、
山
上
憶
良
が
三
津
（
海
外
使
節
船
が
出
発
す
る
難
波
の
港
）
を
偲
ん
で
歌
っ
た
も
の
。
当
歌
で
は
「
三
津
」
に

「
満
つ
」
を
掛
け
る
。

（
城
阪
早
紀
）

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
上
）
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初
春

７
春
か
す
み
た
つ
や
た
ゝ
す
や
ふ
し
の
ね
の
烟
に
た
れ
か
わ
き
て
み
る
ら
ん

古
今
序
、
い
ま
は
ふ
し
の
山
も
け
ふ
り
た
ゝ
す
な
り
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
八
番
。
古
今
和
歌
集
、
仮
名
序
、
二
四
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
古
今
和
歌
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

初
春

春
霞
が
立
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
立
っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
富
士
の
峰
の
煙
と
春
霞
を
、
誰
が
見
分
け
ら
れ
る
だ
ろ

う
か
。古

今
集
序
に
よ
る
と
、
今
は
富
士
の
山
の
煙
も
絶
え
る
こ
と
な
く
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
「
煙
た
た
ず
」
の
解
釈
を
め
ぐ
り
、
二
条
家
（
絶
た
ず
）
と
冷
泉
家
（
立
た
ず
）
で
対
立
し
て
い

た
。『
雪
玉
集
』
の
三
条
西
実
隆
は
宗
祇
か
ら
二
条
派
の
古
今
伝
授
を
受
け
て
い
る
の
で
、
富
士
の
煙
は
絶
え
ず
立
っ
て
い
る
と
す
る
。

当
歌
は
、
春
霞
が
富
士
の
煙
と
見
分
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
立
ち
こ
め
て
い
る
春
の
景
色
を
詠
ん
だ
も
の
。

（
風
岡
む
つ
み
）

子
日

８
袖
は
へ
て
ゆ
く
や
子
日
の
小
松
原
緑
も
あ
け
も
む
ら
さ
き
の
野
に

コ
キ

衣
服
令
曰
、
一
位
ノ

礼
―

服
深
―

紫
ノ

衣
、
三
位
以
―

上
ハ

浅
―

紫
ノ

衣
、
四
位
ハ

深
緋
ノ

衣
、
五
位
ハ

浅
緋
衣
、
六
位
ハ

深
―

緑
衣
、
七
位
ハ

浅
緑

衣
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
六
五
六
番
。
令
義
解
、
巻
六
、
衣
服
令
、
諸
臣
礼
服
・
朝
服
。
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
令
義
解
』「
礼
服
│
礼
服
冠
」「
深
紫
衣
│
深
紫
衣
。
牙
笏
。
白
袴
。
絛
帯
。
深
縹
紗
褶
。
錦
襪
。

烏
皮
舃
。」。

﹇
訳
﹈

子
の
日

袖
を
照
り
輝
か
せ
て
、
子
の
日
に
小
松
を
引
き
に
松
原
へ
行
く
こ
と
よ
。
緑
の
衣
を
着
た
者
も
赤
の
衣
を
着
た
者
も
、
そ
し
て
紫
の
衣

を
着
た
者
も
、
紫
草
が
生
え
て
い
る
紫
野
へ
。

衣
服
令
に
よ
る
と
、
一
位
の
礼
服
は
深
い
紫
の
衣
、
三
位
以
上
は
浅
い
紫
の
衣
、
四
位
は
深
い
緋
の
衣
、
五
位
は
浅
い
緋
の
衣
、

六
位
は
深
い
緑
の
衣
、
七
位
は
浅
い
緑
の
衣
。

﹇
考
察
﹈
正
月
最
初
の
子
の
日
の
小
松
引
き
は
、
野
に
出
て
小
松
を
引
き
、
若
菜
を
摘
み
長
寿
を
祝
う
野
遊
び
で
、
紫
野
や
北
野
な
ど
へ

出
か
け
た
。
当
歌
は
「
小
松
原
」
に
小
松
と
松
原
、「
紫
の
野
」
に
衣
の
紫
色
の
ほ
か
地
名
の
紫
野
と
、
紫
草
が
生
え
て
い
る
野
を
掛

け
る
。

（
大
八
木
宏
枝
）

若
菜

９
祝
ひ
来
し
野
へ
の
わ
か
な
も
い
ま
は
わ
れ
仏
の
道
に
つ
み
は
や
し
て
ん

法
華
経
提
婆
品
。
採
二

薪
及
菓
・
�
ヲ一

、
隨
レ

時
ニ

恭
敬
与
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
二
七
三
番
。
妙
法
蓮
華
経
、
提
婆
達
多
品
第
一
二
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
妙
法
蓮
華
経
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

若
菜

子
の
日
に
長
寿
を
祝
っ
て
摘
ん
で
来
た
野
辺
の
若
菜
も
、
今
や
私
は
仏
道
に
お
い
て
摘
み
、
仏
を
賛
美
し
よ
う
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
上
）
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法
華
経
、
提
婆
品
。
薪
・
木
の
実
・
草
の
実
を
採
り
、
時
に
応
じ
て
つ
つ
し
み
敬
っ
て
献
上
し
た
。

﹇
考
察
﹈『
法
華
経
』
の
一
節
は
、
提
婆
達
多
と
い
う
仙
人
か
ら
妙
法
蓮
華
経
を
得
る
た
め
、
釈
迦
が
仙
人
に
仕
え
て
、
木
の
実
な
ど
を
採

っ
た
苦
労
話
。
当
歌
は
、
今
ま
で
は
若
菜
を
摘
み
長
寿
を
願
っ
て
い
た
が
、
今
は
仏
に
帰
依
す
る
心
を
詠
ん
だ
も
の
。（

大
八
木
宏
枝
）

毎
家
有
春

１０
時
し
あ
れ
は
花
鴬
の
数
な
ら
ぬ
垣
根
の
う
ち
も
雪
ま
み
ゆ
ら
ん

源
氏
物
語
。
初
子
巻
云
、
年
立
か
へ
る
あ
し
た
の
空
の
け
し
き
、
な
こ
り
な
く
、
く
も
ら
ぬ
空
の
う
ら
ら
か
け
さ
に
は
数
な
ら
ぬ

垣
ね
の
う
ち
た
に
雪
ま
の
草
わ
か
や
か
に
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
三
九
番
。
源
氏
物
語
、
初
音
巻
、
一
四
三
頁
。

み
ゆ
ィ

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
雪
ま
み
ゆ
ら
ん
│
雪
ま
あ
る
ら
ん
」。『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

家
ご
と
に
春
あ
り

時
期
が
き
た
ら
花
が
咲
き
、
鶯
が
来
る
よ
う
に
、
庶
民
の
垣
根
の
内
側
に
も
雪
の
消
え
間
が
見
え
る
だ
ろ
う
。

源
氏
物
語
の
初
音
の
巻
に
よ
る
と
、
年
の
改
ま
っ
た
元
日
の
朝
の
空
の
け
し
き
が
、
一
片
の
雲
も
な
い
う
ら
ら
か
さ
な
の
で
、
こ

れ
と
い
っ
た
身
分
の
な
い
者
の
垣
根
の
内
で
さ
え
、
雪
の
消
え
間
か
ら
の
ぞ
く
初
草
が
若
々
し
く
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
初
音
の
巻
頭
で
、
六
条
院
の
造
営
後
に
初
め
て
迎
え
た
新
年
、
そ
の
庭
の
景
色
を
描
写
し
た
場
面
。

（
風
岡
む
つ
み
）

霞
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１１
釣
に
と
も
す
よ
る
の
火
よ
り
も
明
石
か
た
岩
こ
す
波
に
し
く
霞
か
な

ア
カ
シ

白
氏
文
集
。
霞
ノ

光
ハ

曙
ケ
テ
―

後
殷
二

於
火
ヨ
リ
モ

一

。
草
ノ―

色
ハ

晴
レ―

来
テ

�
キ
コ
ト

似
タ
リ
レ

烟
ニ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
八
番
。
白
氏
文
集
（
白
楽
天
全
詩
集
４
）
二
二
七
頁
、
早
春
憶
蘇
州
寄
夢
得
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
白
氏
文
集
』「
草
色
│
水
色
」。

﹇
訳
﹈

霞

夜
、
釣
り
を
す
る
と
き
に
灯
す
火
よ
り
も
明
る
い
、
明
石
潟
の
岩
を
越
す
ほ
ど
高
い
波
一
面
に
広
が
る
霞
で
あ
る
な
あ
。

白
氏
文
集
。
朝
焼
け
の
光
は
夜
が
明
け
る
に
つ
れ
て
雲
に
映
じ
て
火
よ
り
も
赤
い
。
草
の
色
も
雨
上
が
り
の
中
で
ぼ
う
っ
と
し
て

い
て
一
面
に
も
や
が
か
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

﹇
考
察
﹈『
白
氏
文
集
』
の
一
節
は
、
早
春
の
時
節
に
蘇
州
を
思
い
、
蘇
州
刺
史
の
劉
禹
錫
に
寄
せ
た
も
の
。『
和
漢
朗
詠
集
』（
上
・
春
・

霞
・
七
五
番
）
に
所
収
。

（
風
岡
む
つ
み
）

朝
鶯

１２
か
す
か
な
る
谷
に
な
ら
ひ
て
朝
日
さ
す
木
末
や
い
か
に
う
つ
る
鶯

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
〇
九
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

朝
の
鴬

ひ
っ
そ
り
と
し
た
谷
に
い
る
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
鶯
は
、
朝
日
が
さ
す
梢
に
ど
の
よ
う
に
し
て
移
る
の
だ
ろ
う
か
。

﹇
考
察
﹈「
谷
の
鶯
」
は
、
中
国
の
唐
代
に
幽
谷
を
出
る
鶯
が
早
春
詩
の
題
材
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
受
容
し
た
も
の
で
あ
る
。
典
拠
は
１３

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
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番
歌
に
同
じ
。

（
城
阪
早
紀
）

鶯
為
友

１３
末
遠
く
た
か
き
に
う
つ
る
道
し
ら
は
宿
に
ち
き
ら
ん
谷
の
う
く
ひ
す

詩
経
。
伐
ル
コ
ト

レ

木
ヲ

丁
―

々
鳥
ノ―

鳴
ク
コ
ト

嚶
―

々
。
出
レ

自
二

幽
│

谷
一

遷
ル二

于
喬
木
ニ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
六
五
二
番
。
詩
経
（
中
）、
小
雅
、
伐
木
、
一
八
二
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
詩
経
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

鶯
を
友
と
す
る

遙
か
彼
方
の
高
木
に
移
る
谷
の
鶯
よ
。
出
世
す
る
方
法
を
知
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
私
の
家
に
来
て
教
え
て
ほ
し
い
。

詩
経
。
木
を
伐
る
音
は
こ
ん
こ
ん
と
、
鳥
鳴
く
声
は
お
う
お
う
と
。
深
き
谷
間
よ
り
出
て
、
高
き
木
に
移
る
。

﹇
考
察
﹈「
丁
々
」
は
木
を
切
る
音
を
模
し
た
も
の
で
、「
嚶
々
」
は
鶯
が
互
い
に
鳴
き
あ
う
声
の
擬
声
語
で
あ
る
。
鶯
は
立
春
の
日
に
幽

谷
か
ら
喬
木
に
遷
り
、
人
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
鳥
と
し
て
和
歌
に
詠
ま
れ
る
。

﹇
参
考
﹈
菅
原
道
真
の
歌
に
「
谷
深
み
春
の
光
の
お
そ
け
れ
ば
雪
に
つ
つ
め
る
鶯
の
声
」（
新
古
今
集
、
雑
上
、
一
四
四
〇
番
）
が
あ
る
。

「
谷
の
鶯
」
は
不
遇
や
籠
居
の
隠
喩
と
さ
れ
、
谷
を
出
る
鶯
は
出
世
や
昇
進
を
意
味
す
る
。

（
城
阪
早
紀
）

旧
巣
鶯

碧
１４
花
に
な
く
な
ら
ひ
わ
す
れ
ぬ
鶯
は
古
す
な
か
ら
や
咲
を
ま
つ
ら
ん

古
今
序
、
花
に
な
く
鶯
、
水
に
す
む
か
は
つ
の
声
を
き
け
は
云
々
。

― １２５ ―
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﹇
出
典
﹈
該
当
歌
な
し
。
古
今
和
歌
集
、
仮
名
序
、
一
七
頁
。﹇
異
同
﹈『
古
今
和
歌
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

古
巣
の
鶯

花
の
咲
く
な
か
で
鳴
く
と
い
う
慣
わ
し
を
忘
れ
な
い
鶯
は
、
古
巣
に
い
な
が
ら
花
が
咲
く
の
を
待
つ
の
だ
ろ
う
か
。

か
じ
か

古
今
和
歌
集
の
仮
名
序
に
、
花
間
に
さ
え
ず
る
鶯
、
清
流
に
住
む
河
鹿
蛙
の
声
を
聞
け
ば
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』
に
「
旧
巣
鶯
」
の
部
立
は
あ
る
が
、
当
歌
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
は
、
鶯
や

蛙
の
声
を
聞
け
ば
誰
で
も
歌
を
詠
む
と
し
て
、
和
歌
の
本
質
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
。

（
城
阪
早
紀
）

鶯
知
万
春

柏
玉

１５
よ
ろ
つ
代
の
春
待
出
て
か
し
こ
き
も
谷
に
の
こ
ら
ぬ
う
く
ひ
す
の
声

和
漢
朗
詠
集
。
鶯
未
タレ

出
遺
│

賢
在
レ

谷
ニ

。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
一
五
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
上
、
春
、
鶯
、
六
三
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
漢
朗
詠
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

鶯
、
永
遠
の
春
を
知
る

ず
っ
と
春
を
待
ち
受
け
て
、
よ
う
や
く
春
に
出
会
っ
た
鶯
が
谷
に
残
っ
て
い
な
い
よ
う
に
、
永
久
に
続
く
平
和
な
世
を
待
ち
受
け
て
出

会
っ
た
賢
者
は
谷
に
残
ら
ず
朝
廷
に
仕
え
て
い
る
よ
。

和
漢
朗
詠
集
。
鶯
が
谷
に
籠
っ
て
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
る
の
は
、
賢
者
が
民
間
に
い
て
い
ま
だ
召
し
出
さ
れ
な
い
の
に
似
て
い

る
。

﹇
考
察
﹈『
和
漢
朗
詠
集
』
の
句
は
、
政
治
が
正
し
け
れ
ば
朝
廷
に
出
て
仕
え
、
正
し
く
な
け
れ
ば
山
野
に
隠
れ
退
く
「
遺
賢
」（
民
間
に
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埋
も
れ
て
い
る
賢
者
の
意
）
を
鶯
に
例
え
た
も
の
で
、
当
歌
も
そ
れ
を
踏
ま
え
る
。

（
植
田
彩
郁
）

春
雪

１６
あ
つ
め
き
て
な
れ
し
を
し
た
ふ
身
に
し
あ
ら
は
春
を
や
枝
の
雪
に
恨
む

蒙
求
。
孫
氏
世
録
曰
、
康
家
―

貧
シ
テ

無
レ

油
、
映
シ
テ
レ

雪
ニ

読
ムレ

書
ヲ

。
少
―

ニ々
シ
テ

清
―

介
也

。
交
│

遊
不
レ

雑
。
後
至
二

御
│

史
大
│

夫
ニ一

。

乙
女
巻
云
、
窓
の
蛍
を
む
つ
ひ
、
枝
の
雪
を
な
ら
し
た
ま
ふ
心
さ
し
の
す
く
れ
た
る
さ
ま
を
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
六
五
一
番
。
蒙
求
、
孫
康
映
雪
、
四
六
〇
頁
。
源
氏
物
語
、
少
女
巻
、
二
六
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。『
蒙
求
』「
映
雪
│
常
映
雪
」「
少
々
│
少
小
」。

﹇
訳
﹈

春
の
雪

雪
を
集
め
て
来
て
冬
の
間
慣
れ
親
し
ん
だ
の
を
懐
か
し
く
思
う
身
の
上
な
ら
ば
、
枝
の
雪
を
溶
か
す
春
を
恨
む
だ
ろ
う
か
。

蒙
求
。
孫
氏
世
録
に
よ
る
と
、
晋
の
孫
康
は
家
が
貧
し
い
た
め
燈
油
が
買
え
ず
、
雪
に
照
ら
し
て
書
物
を
読
ん
だ
。
幼
少
よ
り
心

清
く
節
操
堅
か
っ
た
。
ま
た
、
交
わ
り
遊
ぶ
に
も
志
を
同
じ
く
し
な
い
者
と
は
交
際
し
な
か
っ
た
。
後
、
官
に
仕
え
て
御
史
大
夫

に
ま
で
進
ん
だ
。

乙
女
巻
に
よ
る
と
、
窓
の
蛍
を
友
と
し
、
枝
の
雪
に
親
し
む
と
い
っ
た
刻
苦
勉
励
の
決
意
が
い
か
に
殊
勝
で
あ
る
か
を
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
蒙
求
』
の
「
孫
康
映
雪
」「
車
胤
聚
螢
」
か
ら
生
ま
れ
た
「
蛍
雪
の
功
」
と
い
う
故
事
を
、
乙
女
の
巻
の
一
節
「
窓
の
蛍
を
む

つ
ひ
、
枝
の
雪
を
な
ら
し
た
ま
ふ
」
も
踏
ま
え
て
い
る
が
、「
窓
の
蛍
」「
枝
の
雪
」
の
本
文
を
含
む
漢
籍
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
植
田
彩
郁
）

― １２７ ―
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垣
根
残
雪

１７
山
さ
と
は
な
へ
て
の
春
の
数
な
ら
ぬ
垣
ね
し
ら
る
ゝ
雪
の
か
よ
ひ
ち

初
子
巻
の
詞
。
ま
へ
に
し
る
し
侍
り
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
五
五
番
。
源
氏
物
語
、
初
音
巻
、
一
四
三
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

垣
根
に
残
る
雪

山
里
一
面
に
も
春
が
来
て
、
雪
を
踏
み
し
め
て
通
っ
た
粗
末
な
家
の
（
雪
に
埋
も
れ
て
い
た
）
垣
根
も
現
わ
れ
て
、
あ
り
か
が
分
か
る

こ
と
だ
。

初
音
の
巻
の
文
章
。
前
述
し
て
お
り
ま
す
。（
１０
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
初
音
の
巻
は
、
元
旦
に
低
い
身
分
の
者
の
家
の
垣
根
の
内
で
さ
え
、
雪
の
消
え
た
間
か
ら
草
が
色
づ
い
て
い
る
景
色
を
描
写
し

た
場
面
。
当
歌
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
都
か
ら
離
れ
た
山
里
に
も
春
が
来
て
、
雪
に
埋
も
れ
て
い
た
垣
根
も
姿
を
現
わ
し
た
と
詠
む
。

（
吉
岡
真
由
美
）

夜
梅

１８
あ
く
か
る
ゝ
梅
か
香
な
か
ら
笛
の
音
は
こ
ゝ
ろ
あ
る
へ
き
朧
月
夜
を

三
躰
詩
。
戒
昱
、
聞
クレ

笛
ヲ

詩
ニ

、
平
―

明
独
リ

惆
―

悵
。
落
―

尽
ス

一
│

庭
ノ

梅
。

朗
詠
集
。
落
―

梅
曲
―

旧
リ
テ

唇
吹
レ

雪
ヲ

。
註
ニ

引
二

語
林
一

曰
、
�
吹
テレ

簫
ヲ

而
作
ル二

数
―

曲
ヲ一

。
有
二

折
│

柳
落
│

梅
ノ

曲
等
一

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
八
九
番
。
三
躰
詩
、
聞
笛
。
和
漢
朗
詠
集
、
下
、
管
弦
、
四
六
七
番
。
和
漢
朗
詠
集
私
注
（
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈

集
成
１
）。
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
三
躰
詩
』『
和
漢
朗
詠
集
』『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

夜
の
梅

朧
月
夜
に
、
心
ひ
か
れ
る
梅
の
香
り
を
漂
わ
せ
た
ま
ま
、（
梅
花
を
散
ら
さ
な
い
よ
う
に
）
笛
の
音
色
は
気
を
つ
け
て
お
く
れ
。

三
躰
詩
。
戒
昱
の
「
笛
を
聞
く
」
詩
に
、
夜
明
け
方
に
独
り
嘆
き
悲
し
む
。
庭
一
面
に
梅
の
花
が
散
っ
て
し
ま
っ
た
の
を
見
る

と
。

和
漢
朗
詠
集
。「
落
梅
花
」
と
い
う
笛
の
古
曲
を
吹
い
て
い
る
と
、
唇
の
ま
わ
り
に
は
雪
の
よ
う
に
梅
花
が
舞
う
。
註
に
『
語
林
』

を
引
用
し
て
言
う
に
は
、
�
が
簫
を
吹
い
て
曲
を
い
く
つ
か
作
っ
た
。
折
柳
落
梅
の
曲
な
ど
が
そ
の
中
に
あ
っ
た
云
云
。

﹇
考
察
﹈『
和
漢
朗
詠
集
』
で
は
、
梅
の
花
が
散
る
様
子
を
雪
に
例
え
て
い
る
。『
三
躰
詩
』
は
漢
代
の
横
吹
曲
「
梅
花
落
」
に
ち
な
む
。

当
歌
は
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
梅
花
を
散
ら
さ
な
い
よ
う
に
笛
を
吹
い
て
ほ
し
い
、
と
願
っ
た
も
の
。

（
吉
岡
真
由
美
）

窓
梅

１９
風
も
ま
た
お
も
へ
や
深
き
窓
の
う
ち
人
に
し
ら
れ
な
梅
の
匂
ひ
を

長
恨
歌
。
楊
―

家
ニ

有
レ

女
初
テ

長
―

成
レ
リ

、
養
レ
テ

在
二

深
―

窓
ニ一

人
未
タレ

識
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
二
四
番
。
白
氏
文
集
、
巻
一
二
、
八
〇
九
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
し
ら
れ
な
│
し
ら
れ
ぬ
」。『
白
氏
文
集
』（
金
沢
文
庫
本
）
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

深
窓
の
梅

風
も
ま
た
思
い
や
っ
て
欲
し
い
も
の
よ
、
深
窓
に
は
人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
梅
の
香
り
が
あ
る
こ
と
を
。

― １２９ ―
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長
恨
歌
。
楊
家
に
は
妙
齢
と
な
っ
た
ば
か
り
の
娘
が
い
て
、
深
窓
に
養
わ
れ
た
彼
女
の
存
在
は
、
世
の
人
々
に
ま
だ
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。

﹇
考
察
﹈
引
用
箇
所
は
「
長
恨
歌
」
の
第
三
・
四
句
に
あ
た
り
、
天
性
の
麗
し
さ
を
持
っ
た
楊
貴
妃
が
深
窓
に
養
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
歌

う
。
当
歌
は
梅
を
深
窓
の
佳
人
に
見
立
て
て
、
花
を
散
ら
す
風
に
呼
び
か
け
た
も
の
。

﹇
参
考
﹈
那
波
本
『
白
氏
文
集
』
と
『
古
文
真
宝
前
集
』
巻
八
（
五
八
三
頁
）
で
は
、「
深
窓
」
で
は
な
く
「
深
閨
」
の
異
同
が
見
ら
れ

る
。

（
大
八
木
宏
枝
）

野
梅

２０
な
を
の
こ
る
雪
も
そ
れ
か
と
遠
き
野
の
夕
日
か
く
れ
に
咲
る
梅
か
香

若
菜
巻
上
云
、
な
を
の
こ
れ
る
雪
と
、
忍
ひ
や
か
に
く
ち
す
さ
み
た
ま
ひ
つ
ゝ
。

白
氏
文
集
。
子
城
ノ

陰
―

処
猶
残
スレ

雪
ヲ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
七
七
五
番
。
源
氏
物
語
、
若
菜
上
巻
、
六
九
頁
。
白
氏
文
集
（
白
楽
天
全
詩
集
２
）、
巻
一
六
、
庾
楼
暁
望
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』『
白
氏
文
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

野
の
梅

遠
く
の
野
に
ま
だ
残
っ
て
い
る
雪
も
白
梅
か
と
思
う
こ
と
よ
。
夕
日
が
当
た
ら
な
い
陰
に
咲
い
て
い
る
梅
の
香
り
を
感
じ
る
と
。

若
菜
巻
上
に
よ
る
と
、「
な
お
残
れ
る
雪
」
と
小
声
で
お
口
ず
さ
み
に
な
り
な
が
ら
。

白
氏
文
集
。
子
城
の
陰
に
は
、
な
お
雪
が
残
る
。
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で
じ
ろ

﹇
考
察
﹈「
庾
楼
暁
望
」
詩
の
「
子
城
」
と
は
、
本
城
の
外
に
張
り
出
し
て
築
い
た
出
城
。

（
大
八
木
宏
枝
）

梅
有
佳
色

２１
咲
か
ら
に
色
も
匂
ひ
も
こ
る
花
の
名
に
高
か
れ
や
九
重
の
春

順
、
和
名
鈔
曰
、
凝
華
舎
在
二

飛
香
舎
北
一

牟
倍
豆
保
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
五
番
。
倭
名
類
聚
抄
（
二
〇
巻
本
）、
巻
一
〇
、
居
所
部
第
一
三
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
倭
名
類
聚
鈔
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

梅
に
佳
色
あ
り

咲
く
と
す
ぐ
に
色
つ
や
も
香
り
も
凝
る
花
、
す
な
わ
ち
凝
華
舎
の
名
前
の
よ
う
に
、
名
高
く
な
れ
よ
、
春
の
都
で
。

源
順
の
『
倭
名
類
聚
鈔
』
に
よ
る
と
、
凝
華
舎
は
飛
香
舎
の
北
に
あ
り
、
梅
壺
と
い
う
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
梅
壺
の
別
名
で
あ
る
凝
華
舎
の
「
凝
華
」
を
凝
る
華
と
訓
読
み
し
て
詠
ま
れ
た
。
凝
華
舎
は
内
裏
の
後
宮
五
舎
の
一

つ
で
、
中
庭
（
壺
）
に
梅
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
梅
壺
と
も
呼
ば
れ
た
。

（
風
岡
む
つ
み
）

里
梅

２２
言
の
葉
の
花
そ
む
か
し
の
春
に
猶
に
ほ
ふ
初
瀬
の
里
の
梅
か
香

古
今
集
云
、
初
瀬
に
ま
ふ
つ
る
こ
と
に
、
や
と
り
け
る
人
の
家
に
、
久
し
く
や
と
ら
て
、
程
へ
て
の
ち
に
い
た
れ
り
け
れ
は
、
か

の
家
の
あ
る
し
、「
か
く
さ
た
か
に
な
ん
、
や
と
り
は
有
」
と
い
ひ
出
し
て
侍
り
け
れ
は
、
そ
こ
に
た
て
り
け
る
梅
の
花
を
折
て

― １３１ ―
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よ
め
る
。
貫
之
、
人
は
い
さ
│
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
一
二
番
。
古
今
和
歌
集
、
春
上
、
四
二
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
古
今
和
歌
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

里
の
梅

紀
貫
之
が
詠
ん
だ
梅
花
の
名
歌
は
昔
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
初
瀬
の
里
の
梅
の
香
り
は
、
毎
年
春
に
な
る
と
今
も
な
お
香
る

こ
と
だ
な
あ
。

古
今
和
歌
集
に
よ
る
と
、
長
谷
寺
に
参
詣
す
る
た
び
に
宿
に
と
っ
て
い
た
家
が
あ
っ
た
が
、
長
ら
く
泊
ま
ら
な
か
っ
た
。
し
ば
ら

く
し
て
ま
た
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
家
の
主
人
が
、「
お
宿
は
こ
の
よ
う
に
ち
ゃ
ん
と
あ
り
ま
す
よ
」
と
言
い
か
け
ま
し
た
の
で
、

そ
こ
に
植
え
て
あ
っ
た
梅
の
花
を
折
っ
て
詠
ん
だ
歌
。
紀
貫
之
。
人
の
心
と
い
う
物
は
│
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
貫
之
の
「
人
は
い
さ
心
も
知
ら
ず
ふ
る
さ
と
は
花
ぞ
昔
の
香
に
に
ほ
ひ
け
る
」
の
歌
を
踏
ま
え
て
、
長
谷
寺
の
あ
る
初

瀬
の
梅
を
詠
ん
だ
も
の
。

（
風
岡
む
つ
み
）

夜
梅

２３
あ
は
ら
な
る
板
間
そ
ひ
行
月
影
に
こ
そ
は
と
忍
ふ
む
め
の
し
た
風

い
せ
物
か
た
り
云
、
又
の
年
の
む
月
に
、
梅
の
花
さ
か
り
に
、
こ
そ
を
こ
ひ
て
い
き
て
、
立
て
み
ゐ
て
み
見
れ
と
、
こ
そ
に
似
る

へ
く
も
あ
ら
す
。
打
な
き
て
、
あ
は
ら
な
る
板
し
き
に
、
月
の
か
た
ふ
く
ま
て
ふ
せ
り
て
、
こ
そ
を
お
も
ひ
出
て
よ
め
る
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
九
六
二
番
。
伊
勢
物
語
、
四
段
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
伊
勢
物
語
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

夜
の
梅

『
三
玉
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が
ら
ん
と
し
た
板
間
に
沿
っ
て
移
り
行
く
月
の
光
を
見
て
、
去
年
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
耐
え
忍
ん
で
い
る
と
、
梅
の
木
の
下
か
ら
風

が
吹
い
て
く
る
よ
。

伊
勢
物
語
に
よ
る
と
、
翌
年
の
正
月
が
め
ぐ
っ
て
き
て
、
梅
の
花
が
盛
り
と
咲
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
時
に
、
男
は
去
年
を
恋
し

く
思
い
、（
五
条
の
西
の
対
に
行
っ
て
）、
立
っ
て
見
た
り
座
っ
て
見
た
り
な
ど
し
て
、
辺
り
を
見
ま
わ
し
た
が
、
去
年
と
眺
め
た

感
じ
と
は
ま
る
で
ち
が
う
。
男
は
さ
め
ざ
め
と
泣
い
て
、
住
む
人
も
な
く
、（
几
張
や
敷
物
な
ど
を
取
り
払
っ
て
）
が
ら
ん
と
し

た
板
敷
き
に
、
月
が
西
の
方
に
傾
く
ま
で
じ
っ
と
臥
せ
っ
て
、
わ
い
て
く
る
去
年
の
思
い
出
を
歌
に
し
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
伊
勢
物
語
』
四
段
は
、
男
が
想
い
慕
っ
て
い
た
女
人
が
、
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
男
は
、
か
つ
て
女
が
住
ん
で
い
た
西
の
対
に

行
き
、
去
年
と
は
違
う
屋
敷
の
寂
し
気
な
様
子
に
涙
し
、「
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
む
か
し
の
春
な
ら
ぬ
わ
が
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し

て
」
の
名
歌
を
詠
む
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
当
歌
の
「
忍
ぶ
」（
耐
え
る
）
に
「
偲
ぶ
」（
恋
い
慕
う
）
を
掛
け
る
。

（
城
阪
早
紀
）

岸
柳

２４
き
し
陰
に
春
ゆ
く
水
は
あ
ゐ
よ
り
も
な
を
青
柳
の
な
ひ
く
川
風

筍
子
曰
、
学
不
レ

可
レ

己
。
青
キ
コ
ト

出
テ二

於
藍
ヨ
リ
一

而
青
シ二

於
藍
ヨ
リ
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
四
番
。
荀
子
、
巻
一
、
勧
学
篇
第
一
、
一
五
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
荀
子
』「
学
不
レ

可
レ

己
│
学
不
レ

可
二

以
已
一

」「
出
│
取
之
」。

﹇
訳
﹈

岸
の
柳

春
の
岸
辺
の
陰
を
流
れ
て
ゆ
く
水
は
、
藍
よ
り
も
い
っ
そ
う
青
く
、
青
々
と
し
た
柳
が
川
風
に
な
び
い
て
い
る
よ
。

― １３３ ―
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荀
子
に
よ
る
と
、
学
問
は
途
中
で
止
め
て
も
構
わ
な
い
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
青
色
の
染
料
は
藍
の
草
か
ら
取
る
が
、
原
料
の

藍
よ
り
も
い
っ
そ
う
青
い
。

﹇
考
察
﹈『
荀
子
』
の
引
用
部
は
、
弟
子
が
師
よ
り
優
る
こ
と
の
例
え
に
用
い
ら
れ
る
。
当
歌
の
「
青
柳
」
に
「
青
」
を
掛
け
る
。

（
城
阪
早
紀
）

門
柳

柏
玉

２５
浅
み
と
り
柳
の
髪
も
打
は
へ
て
老
せ
ぬ
門
の
春
や
し
る
ら
ん

朗
詠
集
、
不
老
門
前
日
月
遅
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
八
六
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
下
、
祝
、
七
七
四
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
打
は
へ
て
│
折
り
そ
へ
て
」「
老
せ
ぬ
│
老
い
ぬ
る
」。『
和
漢
朗
詠
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

門
の
柳

浅
緑
色
の
柳
の
葉
は
ず
っ
と
ど
こ
ま
で
も
伸
び
て
い
き
、
い
つ
ま
で
も
老
い
を
迎
え
る
こ
と
の
な
い
門
の
春
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。

和
漢
朗
詠
集
。
不
老
門
の
あ
た
り
で
も
、
時
は
ゆ
っ
く
り
流
れ
て
、
天
子
は
老
い
を
迎
え
る
こ
と
は
な
い
の
だ
。

﹇
考
察
﹈「
不
老
門
」
と
は
、
洛
陽
に
あ
っ
た
漢
代
の
宮
門
の
名
。
当
歌
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
天
子
の
治
世
が
平
和
で
万
年
も
続
く
こ
と

を
祝
っ
た
句
を
受
け
、
伸
び
て
い
く
柳
に
な
ぞ
ら
え
て
永
久
に
続
く
春
を
詠
ん
だ
も
の
。

（
植
田
彩
郁
）

古
柳

『
三
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２６
ふ
り
に
け
り
い
く
そ
の
人
の
わ
か
れ
ち
を
あ
は
れ
と
か
み
し
青
柳
の
陰

劉
商
詩
。
幾
―

回
カ

離
│

別
折
テ

欲
スレ

尽
ン
ト

、
一
│

夜
東
風
吹
テ

又
長
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
七
七
七
番
。『
対
床
夜
語
』（
四
庫
全
書
）
巻
三
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
対
床
夜
語
』「
劉
商
詩
│
劉
商
柳
詩
」「
東
風
│
春
風
」。

﹇
訳
﹈

古
柳

柳
の
木
は
古
び
て
し
ま
っ
た
な
あ
。
何
度
も
青
柳
の
小
蔭
で
人
と
別
れ
た
こ
と
を
、
柳
は
し
み
じ
み
と
見
た
の
だ
ろ
う
か
。

劉
商
の
詩
。
何
度
も
別
れ
を
繰
り
返
し
て
、
そ
の
た
び
に
柳
の
枝
を
折
り
、
は
な
む
け
と
し
た
の
で
、
柳
の
枝
は
無
く
な
り
そ
う

だ
。
一
晩
中
、
東
か
ら
春
風
が
吹
い
て
、
そ
れ
が
長
く
感
じ
ら
れ
る
。

﹇
考
察
﹈『
対
床
夜
語
』
は
宋
の
范
晞
文
の
撰
、
漢
か
ら
宋
ま
で
の
詩
を
論
じ
た
も
の
。
劉
商
は
中
唐
の
詩
人
。
漢
代
、
長
安
の
都
を
旅
立

つ
人
を
見
送
る
と
き
、
柳
の
枝
を
折
り
餞
別
に
し
た
故
事
を
踏
ま
え
る
。

（
植
田
彩
郁
）

海
上
暮
霞

碧
玉

２７
波
間
よ
り
よ
る
舟
近
し
雲
か
へ
る
山
は
そ
れ
と
も
わ
か
ぬ
か
す
み
に

文
選
、
巻
二
十
二
。
謝
霊
運
、
遊
二

南
亭
一

云
、
雲
帰
テ

日
西
ニ―

馳
ス

。

古
文
後
集
。
酔
翁
亭
記
。
日
―

出
テ

而
林
霏
開
ケ

、
雲
―

帰
テ

而
岩
―

穴
瞑
シ

。

﹇
出
典
﹈
該
当
歌
な
し
。
文
選
、
遊
南
亭
、
一
七
二
頁
。
古
文
真
宝
後
集
、
酔
翁
亭
記
、
一
六
五
頁
。

﹇
異
同
﹈『
文
選
』
ナ
シ
。『
古
文
真
宝
後
集
』「
岩
―

穴
│
巖
穴
」。

― １３５ ―
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﹇
訳
﹈

海
上
の
暮
霞

波
間
か
ら
帰
っ
て
来
る
舟
は
近
い
（
が
霞
に
隠
れ
て
見
え
な
い
）。
夕
暮
れ
に
な
る
と
雲
が
帰
る
山
は
、
ど
こ
と
も
分
か
ら
な
い
ほ
ど

霞
ん
で
い
る
。

文
選
、
巻
二
十
二
。
謝
霊
運
の
「
南
亭
に
遊
ぶ
」
に
よ
る
と
、
雲
は
山
に
帰
り
日
は
西
に
馳
せ
隠
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

古
文
真
宝
後
集
。
酔
翁
亭
記
。
朝
に
は
日
が
出
て
林
の
も
や
が
晴
れ
て
開
け
、
暮
に
は
雲
が
山
に
帰
っ
て
岩
穴
が
暗
く
な
る
。

﹇
考
察
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』
に
「
海
上
暮
霞
」
の
部
立
は
な
い
。「
遊
南
亭
」
は
晩
春
の
夕
暮
れ
時
、
雨
が
止
ん
だ
後
に
広
が
る
す
が

す
が
し
い
景
色
を
、「
酔
翁
亭
記
」
は
山
間
の
朝
暮
や
四
季
の
景
の
素
晴
ら
し
さ
を
詠
ん
で
い
る
。

（
吉
岡
真
由
美
）

帰
雁

２８
ゆ
く
雁
の
お
も
ひ
は
さ
そ
な
同
し
枝
も
南
に
巣
く
ふ
鳥
を
み
る
に
も

文
選
、
古
詩
。
胡
―

馬
依
二

北
│

風
ニ一

越
―

鳥
巣
フ二

南
枝
ニ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
四
四
番
。
文
選
、
雑
詩
、
上
、
五
五
四
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
文
選
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

帰
雁

春
に
な
る
と
北
へ
帰
る
雁
は
、
き
っ
と
故
郷
が
恋
し
い
の
だ
ろ
う
。
同
じ
木
の
枝
で
も
、
南
の
枝
を
求
め
て
巣
を
作
る
鳥
を
見
る
に
つ

け
て
も
。

文
選
、
古
詩
。
胡
の
馬
は
北
風
に
身
を
よ
せ
て
い
な
な
き
、
越
の
鳥
は
南
の
枝
を
求
め
て
巣
を
作
る
。

﹇
考
察
﹈
出
典
の
「
文
選
古
詩
」
は
、
遠
行
の
夫
を
思
う
妻
の
詩
と
さ
れ
て
い
る
。「
帰
雁
」
と
は
、
春
に
な
る
と
北
国
へ
帰
る
雁
の
こ
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と
。

（
吉
岡
真
由
美
）

碧
玉

２９
さ
く
花
の
春
を
そ
む
け
て
行
雁
は
い
か
に
色
な
き
心
な
る
ら
ん

白
氏
詩
句
。
背
レ

春
ヲ

有
二

去
―

雁
一

。

﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
一
三
七
番
。
白
氏
文
集
（
白
楽
天
全
詩
集
２
）、
巻
一
一
、
初
到
二

忠
州
一

登
二

東
楼
一

寄
二

万
州
楊
八
使
君
一

。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
白
氏
文
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
帰
雁
）

花
の
咲
く
春
に
背
い
て
去
る
雁
は
、
ど
れ
ほ
ど
情
趣
の
な
い
心
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

白
氏
詩
句
。
春
に
背
い
て
去
る
雁
が
い
る
。

﹇
考
察
﹈
出
典
の
詩
句
は
、
忠
州
の
東
楼
に
登
る
と
憂
い
を
増
す
ば
か
り
で
、
春
に
背
い
て
去
る
雁
は
あ
っ
て
も
、
川
を
上
っ
て
来
る
船

は
な
い
、
と
詠
ま
れ
た
部
分
。
当
歌
は
来
る
春
と
行
く
雁
を
対
比
し
て
、
そ
れ
は
雁
の
「
色
な
き
心
」
に
よ
る
と
詠
む
。（

大
八
木
宏
枝
）

春
雨

３０
わ
つ
か
な
る
か
は
ら
の
色
も
さ
ひ
し
き
は
か
す
み
を
お
つ
る
夕
く
れ
の
雨

朗
詠
集
。
都
―

府
―

楼
ハ

纔
ニ

看
二

瓦
ノ

色
ヲ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
三
一
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
下
、
閑
居
、
六
二
〇
番
。
菅
家
後
集
、
四
七
八
番
、
不
出
門
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
漢
朗
詠
集
』
ナ
シ
。
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﹇
訳
﹈

春
雨

わ
ず
か
に
望
め
る
瓦
の
色
も
さ
み
し
く
見
え
、
夕
暮
れ
に
な
る
と
霞
の
中
を
落
ち
る
よ
う
に
雨
が
降
る
こ
と
だ
。

和
漢
朗
詠
集
。
大
宰
府
政
庁
の
楼
門
は
、
わ
ず
か
に
瓦
の
色
を
遠
く
眺
め
や
る
だ
け
（
で
私
は
閉
じ
こ
も
っ
た
ま
ま
）
だ
。

﹇
考
察
﹈
出
典
の
詩
句
は
、
菅
原
道
真
が
大
宰
府
に
左
遷
さ
れ
謹
慎
蟄
居
の
さ
ま
を
歌
っ
た
も
の
。

﹇
参
考
﹈「
霞
を
お
つ
」
の
例
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
が
、「
霞
に
お
つ
」
な
ら
ば
寂
蓮
法
師
の
名
歌
「
暮
れ
て
行
く
春
の
み
な
と
は
知
ら

ね
ど
も
霞
に
お
つ
る
宇
治
の
柴
舟
」（
新
古
今
集
、
巻
二
、
春
下
、
一
六
九
番
）
が
あ
る
。
ま
た
、「
霞
を
〜
お
つ
」
で
あ
れ
ば
、「
野

べ
に
し
く
草
の
み
ど
り
の
末
遠
み
霞
を
分
け
て
ひ
ば
り
お
つ
な
り
」（
新
拾
遺
集
、
巻
一
八
、
雑
上
、
一
五
四
二
番
、
花
園
院
）
が
あ

る
。

（
大
八
木
宏
枝
）

庭
春
雨

３１
ま
さ
こ
し
く
深
さ
浅
さ
も
庭
に
み
て
草
あ
を
み
行
春
の
雨
か
な

朗
詠
集
。
鑚
ルレ

沙
ヲ

草
ハ

只
三
―

分
計
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
七
五
二
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
上
、
春
、
霞
、
七
六
番
。
菅
家
文
草
、
四
四
五
番
、
同
賦
春
浅
帯
軽
寒
応
製
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
み
て
│
見
え
て
」。『
和
漢
朗
詠
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

庭
の
春
雨

庭
に
敷
き
詰
め
た
砂
の
深
さ
や
浅
さ
も
目
に
見
え
て
、
春
雨
が
降
り
、
草
が
青
く
な
っ
て
い
く
こ
と
よ
。

和
漢
朗
詠
集
。
砂
を
突
き
破
る
よ
う
に
し
て
芽
を
出
し
た
草
は
ま
だ
三
分
（
一
セ
ン
チ
弱
）
ほ
ど
で
あ
る
。

『
三
玉
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﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
砂
の
浅
い
所
は
砂
を
突
き
破
り
や
す
い
の
で
草
の
丈
が
長
く
、
逆
に
砂
の
深
い
所
は
草
の
丈
が
短
い
、
と
い
う
不
揃

い
な
さ
ま
を
詠
ん
だ
も
の
。
ま
だ
ら
な
さ
ま
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
は
、
宮
内
卿
の
名
歌
「
薄
く
濃
き
野
べ
の
緑
の
若
草
に
跡
ま
で
見
ゆ

る
雪
の
む
ら
消
え
」（
新
古
今
集
、
巻
一
、
春
上
、
七
六
番
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
大
八
木
宏
枝
）

行
路
春
草

柏
玉

３２
時
し
あ
れ
は
青
き
を
ふ
み
し
草
の
う
へ
も
は
て
は
行
き
の
道
に
よ
く
ら
ん

山
谷
詩
。
白
―

白
紅
―

紅
相
間
開
、
三
―

三
五
―

五
踏
ミレ

青
ヲ

来
、
戯
ニ

随
二

胡
蝶
ニ一

不
レ

知
レ

遠
ヲ

、
驚
二

見
行
人
ヲ一

笑
テ

却
キ―

回
ル

。

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
行
路
春
草
。
山
谷
外
集
、
巻
一
四
、
行
邁
雑
編
六
首
。

﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』「
時
し
あ
れ
は
│
時
し
あ
れ
と
」「
青
き
│
青
」「
行
き
│
往
来
」。『
山
谷
外
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

行
路
の
春
草

春
に
な
る
と
草
が
青
々
と
な
り
、
そ
の
上
を
踏
ん
で
い
た
が
、
し
ま
い
に
は
（
道
の
真
ん
中
に
茂
っ
て
）
人
が
避
け
る
ほ
ど
に
な
る
の

だ
ろ
う
。

黄
山
谷
の
詩
。
白
い
花
と
紅
い
花
と
が
ま
ぜ
こ
ぜ
に
咲
い
て
い
る
中
を
、
三
人
五
人
が
青
々
と
し
た
草
を
踏
み
歩
き
、
ふ
ざ
け
て

蝶
々
に
つ
い
て
い
き
、
思
い
が
け
ず
遠
く
へ
来
て
、
道
行
く
人
を
見
て
驚
い
て
笑
っ
て
帰
っ
た
。

﹇
考
察
﹈『
山
谷
外
集
』
は
北
宋
の
詩
人
、
黄
庭
堅
（
山
谷
道
人
と
号
す
）
の
詩
集
。

﹇
参
考
﹈
引
用
さ
れ
た
詩
は
、
元
の
時
代
に
列
行
さ
れ
た
選
詩
集
『
聯
珠
詩
格
』
に
採
録
さ
れ
た
。
そ
れ
を
江
戸
時
代
後
期
の
漢
詩
人
で

あ
る
柏
木
如
亭
が
、
当
時
の
話
し
言
葉
を
使
っ
て
訳
し
た
の
が
、
以
下
に
引
く
『
訳
注
聯
珠
詩
格
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
で
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あ
る
。

し
ろ
い
は
な

あ
か
い
は
な

ま
ぜ
こ
ぜ

さ
い

さ
ん
に
ん
ご
に
ん

の
が
け

じ
や
う
だ
ん

て
ふ
�
�

つ
い

お
も
は

お
ほ
ぜ
い

白
々
と
紅
々
と
が
相
間
に
開
て
ゐ
る
な
か
を

三
々
五
々
づ
つ
踏
青
が
来
る

戯
に
胡
蝶
に
随
て
不
知
ず
遠
く
へ
き
て

行
人
を

び
つ
く
り

わ
ら
つ
て
か
へ
つ
た

見
て
驚
し
て
笑
却
廻

（
風
岡
む
つ
み
）

春
駒

３３
時
し
あ
り
て
か
へ
し
に
け
り
な
春
の
駒
花
の
山
辺
に
い
は
ふ
声
々

書
経
。
武
成
曰
、
乃
偃
レ

武
修
レ

文
ヲ

帰
二

馬
ヲ

干
華
―

山
ノ

之
陽
ニ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
〇
六
六
番
。
書
経
（
下
）、
武
成
、
四
七
一
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
書
経
』「
干
│
于
」。

﹇
訳
﹈

春
の
駒

時
期
が
き
た
の
で
馬
を
帰
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
な
あ
。
春
の
花
が
咲
く
山
辺
で
、
馬
が
い
な
な
く
声
が
聞
こ
え
る
。

書
経
。
武
成
に
よ
る
と
、
武
器
は
し
ま
っ
て
文
徳
を
布
き
、
馬
を
華
山
の
南
に
送
り
返
す
。

﹇
考
察
﹈『
書
経
』
武
成
の
一
節
は
、
外
征
か
ら
帰
っ
て
き
た
武
王
が
そ
の
成
功
を
知
ら
せ
る
た
め
に
武
器
を
納
め
さ
せ
、
馬
を
華
山
の
南

に
送
り
、
牛
を
桃
林
の
野
に
放
っ
て
、
天
下
に
も
う
用
が
な
い
こ
と
を
示
し
た
と
い
う
箇
所
。

（
風
岡
む
つ
み
）

３４
は
な
ち
か
ふ
野
へ
も
夕
日
の
春
の
駒
空
に
過
行
影
を
し
そ
お
も
ふ

荘
子
、
盗
跖
篇
。
怱
―

然
ト
シ
テ

無
レ

異
二

騏
驥
ノ

之
馳
テ

過
一レ

隙
ヲ

也
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
六
六
六
番
。
荘
子
（
下
）、
雑
編
、
盗
跖
第
二
九
、
七
四
九
頁
。

『
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玉
挑
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抄
』
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春
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
過
行
│
ひ
ま
行
」。『
荘
子
』「
怱
然
│
忽
然
」。

﹇
訳
﹈

（
春
の
駒
）

春
に
な
り
、
馬
を
放
し
飼
い
に
し
て
い
る
野
原
に
も
夕
日
が
射
し
込
み
、
駿
馬
の
よ
う
に
空
を
通
り
過
ぎ
る
日
の
光
を
思
う
こ
と
だ
。

荘
子
、
盗
跖
篇
。
あ
た
か
も
駿
馬
が
戸
の
す
き
間
を
走
り
過
ぎ
る
よ
う
な
も
の
で
、
ほ
ん
の
一
瞬
の
間
の
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈『
荘
子
』
盗
跖
編
の
一
節
は
、
天
地
に
比
べ
て
人
間
の
命
は
儚
い
も
の
で
あ
る
、
と
盗
拓
が
孔
子
に
語
っ
た
箇
所
。（

風
岡
む
つ
み
）

柳
桜
交
枝

柏
３５
み
た
れ
あ
ふ
み
と
り
も
花
の
か
た
は
ら
の
太
山
木
な
ら
ぬ
青
柳
の
糸

紅
葉
賀
巻
云
、
立
な
ら
ひ
て
は
、
花
の
か
た
は
ら
の
太
山
木
な
り
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
三
一
七
番
。
源
氏
物
語
、
紅
葉
賀
巻
、
三
一
一
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
承
応
』『
湖
月
抄
』「
太
山
木
│
深
山
木
」。

﹇
訳
﹈

柳
と
桜
が
枝
を
交
え
る

桜
と
枝
を
交
わ
し
て
い
る
緑
も
、
桜
の
傍
ら
の
山
奥
の
木
で
は
な
く
て
、
青
柳
の
し
だ
れ
た
枝
で
あ
る
な
あ
。

と
う
の
ち
ゆ
う
じ
よ
う

み
や
ま
ぎ

紅
葉
賀
の
巻
に
よ
る
と
、（
頭
中
将
で
さ
え
も
源
氏
の
君
と
）
立
ち
並
ん
で
は
、
や
は
り
花
の
傍
ら
の
深
山
木
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
源
氏
が
頭
中
将
と
立
ち
並
び
青
海
波
を
舞
う
場
面
。「
深
山
木
」
は
深
山
に
生
え
て
い
る
木
、「
青
柳
の
糸
」

は
青
柳
の
し
だ
れ
た
枝
を
糸
に
見
立
て
て
い
う
語
。
５０
番
歌
、
参
照
。
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（
城
阪
早
紀
）

尋
花

３６
し
る
へ
す
る
ま
ほ
ろ
し
も
か
な
白
雲
の
ゆ
く
ゑ
を
た
と
る
花
の
あ
り
か
に

長
恨
歌
序
云
、
玄
宗
却
リ二

復
テ

宮
闕
ニ一

思
悼
之
至
令
シ
テ
三レ

方
士
ヲ

求
二

致
其
魂
魄
ヲ一

云
云
。

桐
つ
ほ
御
門

尋
ね
ゆ
く
ま
ほ
ろ
し
も
か
な
つ
て
に
て
も
玉
の
あ
り
か
を
そ
こ
と
し
る
へ
く

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
八
四
番
。
長
恨
歌
并
序
。
源
氏
物
語
、
桐
壷
巻
、
三
五
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
長
恨
歌
并
序
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
古
典
籍
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
）『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

花
を
尋
ね
る

白
雲
の
流
れ
て
い
く
先
を
尋
ね
て
さ
が
す
と
、
白
雲
の
よ
う
に
見
え
る
山
桜
に
た
ど
り
着
く
が
、
そ
の
場
所
を
教
え
て
く
れ
る
幻
術
士

が
い
れ
ば
な
あ
。

長
恨
歌
の
序
に
よ
る
と
、
玄
宗
は
再
び
宮
殿
に
戻
り
、
亡
き
楊
貴
妃
の
こ
と
を
恋
慕
す
る
あ
ま
り
、
彼
女
の
魂
を
方
士
に
求
め
さ

せ
た
云
云
。

桐
壺
帝
の
歌

亡
き
更
衣
の
魂
を
捜
し
に
ゆ
く
幻
術
士
が
い
て
ほ
し
い
も
の
よ
。
そ
う
す
れ
ば
、
人
伝
に
で
も
そ
の
魂
の
あ
り
か
を
ど
こ
そ
こ
と

知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
に
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
の
和
歌
は
、
更
衣
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
帝
の
深
い
悲
嘆
を
『
長
恨
歌
』
の
悲
恋
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
。
当

歌
は
、
魂
の
あ
り
か
で
は
な
く
、
花
の
あ
り
か
を
幻
術
士
に
求
め
た
も
の
。
桜
を
白
雲
に
見
立
て
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
集
の
４３
番

歌
を
参
照
。
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﹇
参
考
﹈『
長
恨
歌
序
』
は
中
国
に
伝
来
し
な
い
た
め
、
日
本
人
の
作
か
と
見
な
さ
れ
て
い
た
が
（
近
藤
春
雄
氏
『
説
林
』
一
九
五
九
年
六

月
号
）、
陳
�
氏
（『
域
外
漢
籍
研
究
集
刊
』
７
、
二
〇
一
一
年
）
は
白
楽
天
の
真
作
と
論
じ
た
。

（
城
阪
早
紀
）

３７
只
に
や
は
見
す
は
か
へ
ら
ん
桜
花
か
め
の
う
へ
な
る
山
に
さ
く
と
も

列
子
、
湯
問
篇
。
渤
―

海
ノ

之
東
、
不
レ

知
二

幾
ク

億
―

万
―

里
ト
云
コ
ト
ヲ

一

有
二

大
│

壑
一

焉
。
実
ニ

惟
無
レ

底
之
谷
ナ
リ

。
其
―

下
無
レ

底
。
名
テ

曰
二

帰

墟
ト一

。
八
│

絃
九
│

野
ノ

之
水
、
天
―

漢
ノ

之
流
、
莫
レ

不
レ

注
レ

之
、
而
無
レ

増
無
レ

減
焉
。
其
―

中
有
二

五
山
一

、
一
曰
、
岱
輿
。
二
曰
、
員

嶠
。
三
曰
、
方
壺
。
四
曰
、
瀛
洲
。
五
曰
、
蓬
莱
。
其
ノ―

山
高
―

下
周
│

旋
三
│

万
│

里
、
其
ノ―

頂
、
平
処
九
―

千
―

里
。
山
ノ

之
中
―

間
、
相
―

去
ル
コ
ト

七
万
里
、
以
為
レ

隣
居
焉
。
其
ノ―

上
台
―

観
皆
金
―

玉
、
其
ノ―

上
ノ

禽
獣
皆
純
―

縞
。
珠
│

玕
ノ

之
樹
皆
�
生
、
華
│

実
皆
有
二

滋
│

味
一

、
食
レ

之
ヲ

皆
不
―

老
不
―

死
。
所
ノレ

居
之
人
、
皆
仙
│

聖
之
種
、
一
│

日
一
│

夕
、
飛
テ

相
―

往
―

来
ス
ル

者
、
不
レ

可
レ

数
焉
。
而
五
―

山
之

根
、
無
レ

所
二

連
著
一

、
常
ニ

随
二

潮
│

波
ニ一

、
上
―

下
往
―

還
シ
テ

、
不
レ

得
二

暫
ク
モ

峙
一ツ
コ
ト
ヲ

焉
。
仙
│

聖
毒
ン
テ

之
、
訴
フ二

之
於
帝
ニ一

。
帝
恐
下

流
二

於
西
│

極
ニ一

、
失
中

群
│

聖
ノ

之
居
ヲ上

、
乃
命
二

禺
│

疆
ニ一

、
使
下
二

臣
│

鼇
十
―

五
ヲ一

、
挙
レ

首
ヲ

而
戴
上

之
ヲ

、
迭
ニ

為
二

三
―

番
ト一

六
│

万
│

歳
一
―

交
ル

焉
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
六
八
一
番
。
列
子
、
湯
問
第
五
、
二
一
五
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
列
子
』「
八
絃
│
八
紘
」「
有
五
山
│
有
五
山
焉
」「
皆
�
生
│
皆
叢
生
」「
不
得
暫
│
不
得
�
」「
臣

鼇
│
巨
鼇
」。

﹇
訳
﹈

（
花
を
尋
ね
る
）

ど
う
し
て
桜
の
花
を
見
な
い
で
空
し
く
帰
れ
る
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
亀
の
頭
上
に
あ
る
五
山
に
咲
い
て
い
て
も
。

― １４３ ―
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列
子
、
湯
問
篇
。
渤
海
の
東
の
方
、
幾
億
万
里
と
言
っ
て
も
計
り
知
れ
な
い
所
に
、
大
き
な
谷
が
あ
る
。
こ
の
谷
は
、
本
当
に
底

な
し
の
谷
で
あ
る
。
そ
の
奥
は
限
り
な
く
深
い
。
名
は
帰
墟
と
言
う
。
天
上
界
の
す
べ
て
の
水
、
天
の
川
の
流
れ
な
ど
、
全
部
こ

の
谷
に
注
ぎ
込
ん
で
い
る
の
に
、
水
量
は
一
向
に
増
え
も
せ
ず
減
り
も
し
な
い
。
谷
の
中
に
五
つ
の
山
が
あ
っ
て
、
一
つ
目
は
岱

輿
と
言
う
。
二
つ
目
は
員
嶠
と
言
う
。
三
つ
目
は
方
壺
と
言
う
。
四
つ
目
は
瀛
洲
と
言
う
。
五
つ
目
は
蓬
莱
と
言
う
。
こ
れ
ら
の

山
々
は
、
周
囲
が
三
万
里
も
あ
り
、
頂
上
の
平
地
は
九
千
里
も
あ
る
。
山
と
山
の
間
は
、
七
万
里
も
離
れ
て
い
る
が
、
隣
り
合
わ

せ
と
さ
れ
て
い
る
。
頂
上
に
あ
る
建
物
は
皆
、
金
銀
宝
石
の
類
で
で
き
て
お
り
、
そ
こ
に
生
息
し
て
い
る
鳥
獣
は
皆
、
真
っ
白
で

あ
る
。
ま
た
、
玉
の
木
の
群
が
生
え
て
お
り
、
果
実
は
ど
れ
も
美
味
し
く
て
、
そ
れ
を
食
べ
る
と
、
食
べ
た
人
は
皆
、
ふ
け
こ
み

も
せ
ず
、
死
に
も
し
な
い
。
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
は
皆
、
仙
人
の
類
で
、
昼
と
な
く
夜
と
な
く
山
か
ら
山
へ
と
飛
行
し
て
、
往

き
来
す
る
者
は
数
え
き
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
五
つ
の
山
の
根
元
は
つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
、
常
に
波
の
ま
に
ま
に
上
が
っ
た
り
下

が
っ
た
り
し
て
漂
い
巡
り
、
す
こ
し
も
静
止
し
て
い
な
か
っ
た
。
仙
人
た
ち
は
こ
れ
に
困
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
天
帝
に
訴
え
た
。

す
る
と
天
帝
は
、
五
山
が
宇
宙
の
四
方
の
果
て
の
方
へ
流
れ
て
行
っ
て
し
ま
っ
て
、
仙
人
た
ち
の
住
み
か
が
な
く
な
っ
て
は
大
変

だ
と
心
配
し
て
、
さ
っ
そ
く
禺
疆
と
い
う
北
極
を
司
る
神
に
言
い
つ
け
、
大
き
な
亀
十
五
匹
に
、
頭
を
も
た
げ
て
五
山
を
頭
上
に

載
せ
さ
せ
、
入
れ
代
っ
て
三
交
代
す
る
こ
と
と
し
、
六
万
年
で
一
回
り
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
云
云
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、『
列
子
』
湯
問
篇
で
語
ら
れ
る
亀
の
頭
上
に
あ
る
五
山
の
よ
う
な
、
到
底
た
ど
り
着
け
な
い
場
所
に
咲
い
て
い
る
桜
で

あ
っ
て
も
、
花
を
見
な
い
で
帰
る
の
は
惜
し
い
と
詠
ん
だ
も
の
。

（
植
田
彩
郁
）

遥
尋
花
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３８
夜
を
こ
め
て
花
に
と
急
く
山
路
か
な
馬
に
く
ら
を
き
車
よ
そ
ひ
て

古
文
後
集
。
送
三

李
―

愿
帰
二

盤
谷
一

序
、
韓
退
之
。
膏
二

吾
車
一

兮
秣
二

吾
馬
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
八
七
番
。
古
文
真
宝
後
集
、
送
李
愿
帰
盤
谷
序
、
一
二
四
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
古
文
真
宝
後
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

遥
か
に
花
を
尋
ね
る

ま
だ
夜
が
明
け
な
い
う
ち
に
、
桜
の
花
を
見
に
行
こ
う
と
山
道
を
急
ぐ
こ
と
よ
。
馬
に
鞍
を
置
き
車
を
準
備
し
て
。

古
文
真
宝
後
集
。
李
愿
の
盤
谷
に
帰
る
を
送
る
の
序
、
韓
退
之
。
わ
が
車
に
油
を
さ
し
、
わ
が
馬
に
ま
ぐ
さ
を
く
れ
。

﹇
考
察
﹈
出
典
の
詩
歌
は
、
盤
谷
に
帰
る
李
愿
の
志
に
感
心
し
た
韓
退
之
が
、
安
楽
の
地
へ
急
ぎ
生
涯
、
隠
者
と
し
て
暮
ら
し
た
い
と
い

う
願
い
を
詠
ん
だ
も
の
。

﹇
参
考
﹈『
雪
玉
集
』
の
歌
肩
に
「
続
撰
吟
大
永
三
三
廿
五
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
吉
岡
真
由
美
）

海
辺
花

３９
磯
山
の
花
の
さ
か
り
は
心
な
き
あ
ま
も
さ
か
て
や
打
詠
む
ら
ん

い
せ
物
語
云
、
か
の
男
は
あ
ま
の
さ
か
て
を
打
て
な
ん
、
の
ろ
ひ
を
る
な
る
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
七
二
一
番
。
伊
勢
物
語
、
九
六
段
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

海
辺
の
花

磯
べ
の
山
桜
が
盛
り
に
な
る
と
、
風
情
を
解
さ
な
い
海
人
も
（
天
の
逆
手
を
打
つ
で
は
な
い
が
）、
物
思
い
に
ふ
け
っ
て
桜
を
ぼ
ん
や
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り
と
眺
め
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

伊
勢
物
語
に
よ
る
と
、
例
の
男
は
天
の
逆
手
を
打
っ
て
、
呪
っ
て
い
る
と
か
い
う
こ
と
だ
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
伊
勢
物
語
』
九
六
段
は
、
あ
る
男
が
一
人
の
女
に
熱
心
に
言
い
寄
り
、
女
も
情
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
る
が
、
男
と
一
緒
に
な
る

こ
と
を
心
配
し
た
女
の
兄
が
女
を
ど
こ
か
へ
連
れ
て
行
き
、
そ
れ
以
来
、
女
の
消
息
は
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
を
悔
や
ん
だ
男

は
、
天
の
逆
手
を
打
っ
て
呪
っ
て
い
る
と
い
う
噂
が
立
っ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。「
天
の
逆
手
」
は
『
古
事
記
』
上
巻
、
大
国
主

神
の
子
で
あ
る
八
重
言
代
主
神
が
国
譲
り
に
賛
同
す
る
旨
を
伝
え
た
際
に
も
登
場
す
る
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
呪
術
的
な
動
作
で

う
ち

な
が

あ
っ
た
ら
し
い
。
当
歌
は
「
あ
ま
」
に
「
海
人
」
と
「
天
」、「
打
」
に
「（
天
の
逆
手
を
）
打
ち
」
と
「
打
ち
（
詠
む
）」
を
掛
け
る
。

（
吉
岡
真
由
美
）

花
留
人

柏
玉

４０
い
か
に
い
は
ん
人
も
と
ゝ
め
ぬ
か
へ
る
さ
の
花
に
を
れ
つ
ゝ
一
夜
明
さ
ん

こ
て
ふ
の
巻
云
、「
け
に
春
の
色
は
え
お
と
さ
せ
給
ま
し
か
り
け
り
」
と
、
花
に
を
れ
つ
ゝ
聞
え
あ
へ
り
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
三
〇
七
番
。
源
氏
物
語
、
胡
蝶
巻
、
一
七
二
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

花
が
人
を
留
め
る

ど
う
言
え
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
誰
も
引
き
留
め
て
く
れ
ず
帰
る
途
中
、
桜
の
美
し
さ
に
心
ひ
か
れ
て
、
こ
こ
で
一
夜
を
明
か
そ
う
。

胡
蝶
の
巻
に
よ
る
と
、「
な
る
ほ
ど
あ
の
お
み
ご
と
な
春
景
色
は
、
と
て
も
お
負
か
し
に
な
れ
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
、
一
同
は
花
に
魂
を
奪
わ
れ
て
申
し
あ
げ
る
。

﹇
考
察
﹈
胡
蝶
の
巻
は
、
秋
の
御
殿
に
住
む
中
宮
に
仕
え
る
女
房
た
ち
を
、
源
氏
が
春
の
御
殿
に
招
い
て
船
楽
を
催
し
、
夜
も
徹
し
て
遊
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宴
が
行
わ
れ
、
公
卿
や
親
王
た
ち
も
参
加
し
た
。
そ
の
翌
日
、
招
待
さ
れ
た
女
房
た
ち
が
中
宮
に
、
昨
夜
の
催
し
を
報
告
し
た
箇
所
で

あ
る
。
当
歌
は
そ
れ
を
踏
ま
え
、
花
の
美
し
さ
は
帰
ろ
う
と
す
る
人
を
も
引
き
止
め
て
し
ま
う
と
歌
っ
た
も
の
。

（
吉
岡
真
由
美
）

野
花
留
人

４１
た
つ
こ
と
や
い
と
ゝ
交
野
の
花
な
ら
ん
絶
て
さ
く
ら
の
外
に
さ
か
す
は

い
せ
物
語
云
、
い
ま
狩
す
る
交
野
の
な
き
さ
の
家
、
其
院
の
さ
く
ら
こ
と
に
面
白
し
。
そ
の
木
の
も
と
に
お
り
ゐ
て
、
枝
を
折

ミ
ナ

て
、
か
さ
し
に
さ
し
て
、
か
み
中
し
も
皆
歌
よ
み
け
り
。
う
ま
の
か
み
な
り
け
る
人
の
よ
め
る
。
世
の
中
に
絶
え
て
│
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
八
六
六
番
。
伊
勢
物
語
、
八
二
段
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

野
の
花
が
人
を
留
め
る

ま
す
ま
す
交
野
の
花
の
も
と
を
立
ち
去
り
が
た
く
な
る
だ
ろ
う
よ
。
も
し
も
ま
っ
た
く
桜
が
、
交
野
以
外
で
咲
か
な
い
な
ら
ば
。

伊
勢
物
語
に
よ
る
と
、
い
ま
鷹
狩
を
す
る
交
野
の
渚
の
家
、
そ
の
院
の
桜
が
と
り
わ
け
趣
が
あ
る
。
そ
の
桜
の
木
の
も
と
に
馬
か

ら
下
り
て
、
桜
の
枝
を
折
り
、
髪
の
飾
り
に
挿
し
て
、
上
、
中
、
下
の
人
々
が
み
な
、
歌
を
詠
ん
だ
。
馬
の
頭
だ
っ
た
人
が
詠
ん

だ
。
そ
れ
は
、
世
の
中
に
桜
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
な
ら
ば
│
。

﹇
考
察
﹈『
伊
勢
物
語
』
八
二
段
は
、
惟
高
親
王
が
交
野
に
あ
る
渚
の
院
を
訪
れ
た
と
き
、
業
平
が
そ
こ
に
咲
く
桜
を
見
て
、「
世
の
中
に

た
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば
春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し
」
と
詠
ん
だ
。
当
歌
は
業
平
の
歌
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
も
し
交
野
以
外
の
桜
が

か
た

か
た

な
く
な
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
桜
の
も
と
か
ら
い
っ
そ
う
立
ち
去
り
難
い
で
あ
ろ
う
と
詠
ん
だ
も
の
。「
交
野
」
の
「
交
」
に
「
難
し
」

か
た

の
「
難
」
を
掛
け
る
。
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（
風
岡
む
つ
み
）

竹
間
花

柏
玉

４２
折
し
も
あ
れ
花
に
雨
よ
ふ
鳩
の
声
も
色
な
き
竹
の
お
く
の
さ
ひ
し
さ

ス

�
雅
云
、
�
―

鳩
陰
ル
時
ハ

則
�
二

逐
其
ノ

婦
ヲ一

、
晴
ル
時
ハ

則
呼
レ

之
ヲ

。
語
ニ

曰
、
天
将
レ

雨
ン
ト

鳩
逐
レ

婦
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
三
一
八
番
。
�
雅
、
巻
七
、
釈
鳥
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
�
雅
』「
�
鳩
陰
則
�
逐
其
婦
│
�
鳩
灰
色
無
繍
項
陰
則
屏
逐
其
匹
」。

﹇
訳
﹈

竹
間
の
花

折
も
折
、
花
を
散
ら
す
雨
が
降
り
、
妻
を
呼
ぶ
鳩
の
声
に
も
華
や
か
さ
が
な
く
な
り
、
地
味
な
竹
林
の
奥
の
寂
し
さ
よ
。

�
雅
に
よ
る
と
、
�
鳩
は
天
気
が
曇
る
と
番
い
の
雌
を
追
い
払
い
、
晴
れ
る
と
す
ぐ
に
番
い
の
雌
を
呼
ぶ
。
語
に
よ
る
と
、
今
に

も
雨
が
降
ろ
う
と
す
る
と
、
鳩
は
雌
を
追
い
払
う
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
『
�
雅
』
の
記
事
を
踏
ま
え
て
、
雨
が
降
る
と
鳩
の
声
も
竹
林
の
奥
も
、
暗
く
寂
し
く
な
る
と
詠
む
。
類
歌
「
山
ふ
か

み
雨
よ
り
後
に
鳴
く
鳩
の
妻
よ
ぶ
声
ぞ
さ
ら
に
さ
び
し
き
」（『
碧
玉
集
』
鴿
、
一
二
四
〇
番
）、「
い
か
に
せ
む
草
の
廬
に
山
鳩
の
よ
る

の
雨
よ
ぶ
夕
暮
れ
の
声
」（
飛
鳥
井
雅
親
『
亜
槐
集
』
山
家
鳥
、
一
〇
四
〇
番
）。

﹇
参
考
﹈『
�
雅
』
は
宋
の
陸
佃
撰
の
字
義
書
で
、
釈
魚
・
釈
獣
・
釈
鳥
・
釈
虫
・
釈
馬
・
釈
木
・
釈
草
・
釈
天
の
八
篇
か
ら
な
る
。『
円

機
活
法
』
二
三
巻
、
飛
禽
に
「
鳩
」
の
項
目
は
あ
る
が
、
当
歌
の
出
典
に
引
か
れ
た
一
節
は
見
当
た
ら
な
い
。
出
典
に
近
い
文
章
は
、

『
錦
繍
萬
花
谷
』『
山
堂
肆
考
』『
御
定
淵
鑑
類
函
』
に
見
出
せ
、
い
ず
れ
も
同
文
で
あ
る
。
ま
た
、『
三
玉
挑
事
抄
』
の
本
文
で
、「
�
」

に
相
当
す
る
漢
字
は
見
受
け
ら
れ
な
い
の
で
、﹇
異
同
﹈
に
掲
げ
た
本
文
「
屏
」（
し
り
ぞ
く
）
に
よ
り
解
釈
し
た
。
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（
風
岡
む
つ
み
）

翫
花

柏
玉

４３
し
ら
雲
に
ま
か
へ
し
よ
り
や
み
吉
野
の
花
に
か
さ
な
る
人
の
言
の
葉

古
今
序
。
春
の
あ
し
た
、
よ
し
野
の
さ
く
ら
は
、
人
丸
か
心
に
は
、
雲
か
と
の
み
な
ん
お
ほ
え
け
る
。

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
翫
花
。
古
今
和
歌
集
、
仮
名
序
、
二
四
頁
。

﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』
ナ
シ
。『
古
今
和
歌
集
』「
よ
し
野
の
さ
く
ら
は
│
吉
野
の
山
の
さ
く
ら
は
」。

﹇
訳
﹈

花
を
も
て
あ
そ
ぶ

（
人
麿
が
山
桜
を
）
白
雲
に
見
間
違
え
て
か
ら
は
、
吉
野
の
花
に
人
々
が
和
歌
を
詠
み
重
ね
た
こ
と
よ
。

古
今
和
歌
集
、
仮
名
序
。
春
の
朝
に
、
吉
野
山
の
桜
は
人
麿
の
心
に
は
雲
か
と
ば
か
り
思
わ
れ
た
。

﹇
考
察
﹈
仮
名
序
は
和
歌
の
歴
史
を
語
る
箇
所
で
あ
り
、『
新
編
全
集
』
の
頭
注
に
よ
る
と
、
人
麿
の
歌
に
吉
野
の
桜
を
詠
ん
だ
も
の
は
見

当
た
ら
な
い
と
す
る
。
当
歌
は
、
吉
野
の
桜
を
白
雲
に
例
え
た
歌
の
多
さ
を
詠
ん
だ
も
の
。
例
歌
「
桜
花
咲
き
に
け
ら
し
な
あ
し
ひ
き

か
ひ

の
山
の
峡
よ
り
見
ゆ
る
白
雲
」（
古
今
和
歌
集
、
巻
一
、
春
上
、
五
九
番
、
紀
貫
之
）。

（
風
岡
む
つ
み
）

見
花

４４
春
の
う
ち
の
そ
を
た
に
猶
や
思
ひ
草
入
ぬ
る
磯
と
花
に
恨
て

ミ
テ

ハ

ヌ

ル

ノ

ナ
レ

ヤ

ミ

ラ

ク

ラ

ク

ノ
ヲ
ホ

キ

万
葉
集
、
七
。
寄
レ

藻
歌
、
作
者
未
詳
。
塩
満
者
入
奴
流
磯
之
草
有
哉
見
良
久
ス
ク
ナ
ク
少
恋
良
久
乃
太
寸
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
三
〇
九
番
。
万
葉
集
、
巻
七
、
一
三
九
四
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
万
葉
集
』「
奴
流
│
流
」。

― １４９ ―
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﹇
訳
﹈

花
を
見
る

（
花
の
季
節
で
あ
る
）
春
の
間
で
さ
え
、
い
っ
そ
う
物
思
い
の
種
に
な
る
こ
と
よ
。
潮
が
満
ち
る
と
隠
れ
て
し
ま
う
磯
の
草
の
よ
う
に
、

花
を
見
る
こ
と
が
少
な
い
の
を
恨
め
し
く
思
う
と
。

万
葉
集
、
巻
七
。
藻
に
寄
せ
る
歌
、
作
者
未
詳
。
潮
が
満
ち
る
と
隠
れ
て
し
ま
う
磯
の
草
の
よ
う
に
、
目
に
す
る
こ
と
は
少
な
く

恋
し
さ
は
募
る
ば
か
り
。

﹇
考
察
﹈﹇
異
同
﹈
で
示
し
た
よ
う
に
、「
入
奴
流
」
と
表
記
し
た
も
の
は
、『
万
葉
集
』
の
古
写
本
や
江
戸
期
の
注
釈
書
に
も
見
ら
れ
な

い
。
当
歌
は
、
花
が
た
く
さ
ん
咲
く
春
で
さ
え
、
花
へ
の
物
思
い
は
尽
き
な
い
と
詠
ん
だ
も
の
。

（
大
八
木
宏
枝
）

花
錦

４５
い
く
め
く
り
ひ
も
と
く
花
は
小
車
の
に
し
き
た
ち
け
る
春
を
し
る
ら
ん

八
雲
御
抄
云
、
小
車
錦
、
伊
勢
の
御
帳
に
ま
ゐ
る
紺
地
也
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
〇
八
番
。
八
雲
御
抄
、
巻
三
、
枝
葉
部
、
衣
食
部
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
八
雲
御
抄
の
研
究

枝
葉
部

言
語
部
』（
片
桐
洋
一
編
、
和
泉
書
院
）
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

花
の
錦

幾
た
び
も
紐
を
解
く
よ
う
に
ほ
こ
ろ
び
咲
く
花
は
、
小
車
錦
を
裁
断
し
た
か
の
よ
う
な
美
し
い
春
を
知
っ
て
い
る
（
か
ら
毎
年
、
咲
く

の
）
だ
ろ
う
。

八
雲
御
抄
に
よ
る
と
、
小
車
錦
は
、
伊
勢
の
御
帳
に
献
上
す
る
紺
地
の
錦
で
あ
る
云
々
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
上
）

― １５０ ―



﹇
考
察
﹈
当
歌
の
第
四
句
に
使
わ
れ
た
「
錦
裁
ち
」
と
い
う
表
現
は
、『
古
今
和
歌
集
』
で
「
神
奈
備
の
三
室
の
山
を
秋
ゆ
け
ば
錦
た
ち
き

る
心
地
こ
そ
す
れ
」（
巻
五
、
秋
下
、
二
九
六
番
、
忠
岑
）
以
来
、
和
歌
の
世
界
で
は
秋
の
歌
に
詠
ま
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
例
歌

「
く
る
る
ま
で
と
ど
め
て
ぞ
み
る
小
車
の
錦
た
ち
出
づ
る
秋
の
は
や
し
を
」（
通
勝
集
、
倚
車
愛
楓
、
九
三
一
番
）。

（
大
八
木
宏
枝
）

本
ノ
マ
ヽ

４６
風
た
ゝ
て
日
に
さ
ら
す
色
は
江
に
あ
ら
ふ
に
し
き
と
い
ふ
と
も
春
の
花
か
も

左
思
、
蜀
―

都
ノ

賦
。
貝
│

錦
斐
―

成
テ

濯
二

色
ヲ

江
│

波
一

。

白
氏
六
帖
曰
、
蜀
―

成
│

都
ニ

有
二

濯
レ

錦
ヲ

之
江
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
〇
四
四
番
。
文
選
、
賦
篇
上
、
蜀
都
賦
、
二
三
四
頁
。
白
氏
六
帖
事
類
集
、
巻
第
二
、
錦
第
六
三
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
蜀
都
賦
』
ナ
シ
。『
白
氏
六
帖
事
類
集
』「
蜀
成
都
有
濯
錦
之
江
│
蜀
有
濯
錦
江
」。

﹇
訳
﹈

（
花
の
錦
）

風
が
立
た
な
く
て
日
に
当
て
た
色
は
、
江
波
で
洗
う
錦
と
い
っ
て
も
、
春
の
花
で
あ
る
な
あ
。

左
思
の
蜀
都
賦
。
華
麗
な
貝
錦
と
い
う
錦
、
色
を
さ
ら
す
は
錦
江
の
清
流
。

白
氏
六
帖
に
よ
る
と
、
蜀
の
成
都
に
錦
を
す
す
ぐ
川
が
あ
る
。

﹇
考
察
﹈「
貝
錦
」
は
錦
の
あ
や
が
貝
の
模
様
の
よ
う
に
美
し
い
も
の
、「
斐
」
は
各
種
の
色
が
交
錯
し
て
あ
や
を
成
し
て
い
る
さ
ま
、「
江

波
」
は
成
都
（
蜀
の
都
）
の
付
近
を
流
れ
る
錦
江
で
、
こ
の
水
で
す
す
い
だ
糸
で
織
っ
た
錦
は
蜀
錦
と
呼
ば
れ
天
下
の
名
品
。

﹇
参
考
﹈『
白
氏
六
帖
』
三
〇
巻
は
白
居
易
が
成
語
故
事
を
類
聚
し
、
詩
文
作
成
の
便
宜
を
は
か
っ
た
も
の
。

（
城
阪
早
紀
）

― １５１ ―
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柏
玉

４７
い
か
な
ら
ん
錦
の
と
は
り
明
く
れ
を
な
へ
て
の
花
の
き
の
ふ
な
り
せ
は

白
氏
文
集
。
蘭
省
ノ

花
―

時
錦
帳
ノ

下
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
三
四
四
番
。
白
氏
文
集
、
巻
一
七
、
八
二
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
白
氏
文
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
花
の
錦
）

錦
の
と
ば
り
の
中
で
毎
日
を
過
ご
す
花
盛
り
の
時
が
、
も
し
何
も
か
も
昨
日
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、
ど
う
し
よ
う
か
。

白
氏
文
集
。（
貴
公
子
た
ち
は
）
尚
書
省
の
花
盛
り
の
時
に
、
錦
の
帷
帳
の
下
で
（
愉
快
な
時
を
過
ご
し
て
い
る
）。

﹇
考
察
﹈『
白
氏
文
集
』
の
詩
の
続
き
は
「
廬
山
雨
夜
草
庵
中
」
で
、
白
楽
天
が
廬
山
の
雨
の
夜
に
草
庵
の
中
で
寂
し
く
過
ご
す
様
子
を
描

く
（
５３
番
歌
、
参
照
）。「
蘭
省
」
は
宮
中
図
書
館
を
扱
う
尚
書
省
、「
錦
帳
」
は
錦
で
作
っ
た
、
室
の
仕
切
り
に
用
い
る
垂
れ
布
で
、

宮
中
の
華
や
か
な
様
を
示
す
。

（
城
阪
早
紀
）

嶺
上
花

同
４８
隔
来
し
花
よ
り
出
る
み
ね
の
雲
心
な
き
し
も
色
そ
わ
か
る
ゝ

帰
去
来
辞
。
雲
無
心
ニ
シ
テ

以
出
レ

岫
ヲ

。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
二
六
八
番
。
文
選
（
文
章
編
）
中
、
四
五
四
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
文
選
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

峰
の
上
の
花

（
人
か
ら
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
）
山
桜
を
隠
し
て
き
た
雲
が
峰
か
ら
出
て
く
る
と
、
雲
の
心
に
は
雑
念
が
な
い
と
い
っ
て
も
、
色
で

（
花
か
雲
か
）
区
別
が
つ
く
も
の
だ
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
上
）
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帰
去
来
辞
。
雲
は
無
心
に
峰
か
ら
わ
き
お
こ
る
。

﹇
考
察
﹈
陶
淵
明
の
「
帰
去
来
辞
」
は
仕
官
の
道
を
き
っ
ぱ
り
と
捨
て
、
郷
里
の
農
村
で
わ
が
心
の
命
じ
る
ま
ま
に
生
き
る
決
意
を
語
っ

た
詩
。
心
に
雑
念
が
な
い
雲
に
は
、
陶
淵
明
の
心
象
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。「
岫
」
は
山
中
に
あ
る
洞
窟
で
、
雲
は
岫
か
ら
わ
き
お
こ

る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
桜
を
白
雲
に
例
え
る
こ
と
は
４３
番
歌
、
参
照
。
当
歌
は
山
桜
に
白
雲
が
か
か
っ
て
い
る
と
き
は
区
別
で
き

な
い
が
、
白
雲
が
山
か
ら
離
れ
る
と
見
分
け
ら
れ
る
と
詠
む
。

（
城
阪
早
紀
）

花

同
４９
見
る
人
よ
花
に
立
な
ら
ふ
太
山
木
も
あ
れ
は
有
と
や
袖
か
は
す
ら
ん

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
二
七
九
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
袖
か
は
す
ら
ん
│
袖
を
か
す
ら
ん
」。

﹇
訳
﹈

花

見
る
人
よ
、
桜
に
匹
敵
す
る
深
山
の
木
も
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
袖
が
触
れ
る
ほ
ど
近
く
に
並
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

﹇
考
察
﹈「
太
山
木
」
は
、
５０
番
歌
に
引
く
「
紅
葉
賀
巻
の
詞
」
参
照
。
桜
の
よ
う
な
光
源
氏
と
山
奥
の
木
の
よ
う
な
頭
中
将
が
並
ん
で
舞

う
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
当
歌
は
奥
山
に
は
桜
と
木
が
並
ん
で
い
る
だ
ろ
う
と
詠
ん
だ
も
の
。

（
植
田
彩
郁
）

花
満
山

５０
山
は
今
み
な
か
ら
花
の
か
た
は
ら
に
立
な
ら
ふ
へ
き
と
き
は
木
も
な
し

紅
葉
賀
巻
の
詞
、
ま
へ
に
し
る
し
侍
り
。

― １５３ ―
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う
つ
ほ
物
語
第
九
云
、
花
の
か
た
は
ら
の
と
き
は
木
の
や
う
に
見
え
給
ふ
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
四
七
番
。
源
氏
物
語
、
紅
葉
賀
巻
、
三
一
一
頁
。
う
つ
ほ
物
語
、
蔵
開
上
、
四
〇
一
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
う
つ
ほ
物
語
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

花
が
山
に
満
ち
て
い
る

山
は
今
、
す
べ
て
花
盛
り
で
、
桜
の
傍
ら
に
立
ち
並
ぶ
と
見
劣
り
す
る
よ
う
な
常
緑
樹
も
見
え
な
い
こ
と
よ
。

紅
葉
賀
巻
の
詞
。
前
に
記
し
て
あ
り
ま
す
。（
３５
番
歌
、
参
照
）

う
つ
ほ
物
語
の
第
九
に
よ
る
と
、
花
の
傍
ら
の
常
緑
樹
の
よ
う
に
見
劣
り
が
な
さ
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈「
紅
葉
賀
巻
の
詞
」
と
は
、
３５
番
歌
で
挙
げ
ら
れ
た
『
源
氏
物
語
』
の
「
立
ち
な
ら
ひ
て
は
、
花
の
か
た
は
ら
の
太
山
木
な

り
。」
を
指
す
。『
う
つ
ほ
物
語
』
の
「
花
の
か
た
は
ら
の
と
き
は
木
」
と
は
、
優
れ
た
も
の
の
そ
ば
に
あ
っ
て
見
劣
り
す
る
も
の
の
た

と
え
。

（
植
田
彩
郁
）

野
花

５１
よ
き
人
の
吉
野
と
い
ふ
は
世
に
し
ら
ぬ
花
さ
く
春
の
名
に
こ
そ
有
け
れ

万
葉
集
、
一
。
幸
二

吉
野
ノ

宮
ニ一

時
御
歌
、
天
皇
御
製

ヨ
キ

ノ
ヨ
シ

ト
ヨ
ク

ミ

テ
ヨ
シ

ト
イ
ヒ
シ

ヨ
ク

ミ

ヨ
ヨ
キ

ヨ

キ

ミ

淑
人
乃
良
跡
吉
見
而
好
常
言
師
芳
野
吉
見
欲
良
人
四
来
三

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
六
二
番
。
万
葉
集
、
巻
一
、
二
七
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
万
葉
集
』「
幸
吉
野
宮
時
御
歌
天
皇
御
製
│
天
皇
幸
于
吉
野
宮
時
御
製
歌
」「
吉
見
欲
│
吉
見
与
」。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
上
）
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﹇
訳
﹈

野
の
花

昔
の
よ
き
人
が
吉
野
を
よ
い
所
だ
と
言
っ
た
の
は
、
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
桜
が
咲
く
と
い
う
春
の
名
声
に
あ
っ
た
の
だ
な
あ
。

万
葉
集
、
巻
一
。
天
皇
が
吉
野
離
宮
に
行
幸
さ
れ
た
時
の
お
歌
、
天
皇
御
製
。

昔
の
良
き
人
が
、
よ
い
所
だ
と
よ
く
見
て
、
よ
い
と
言
っ
た
。
こ
の
吉
野
を
よ
く
見
よ
。
今
の
良
き
人
よ
、
よ
く
見
る
が
よ
い
。

﹇
考
察
﹈『
万
葉
集
』
の
「
淑
人
」
は
「
昔
の
君
子
」
を
、「
良
人
」
は
「
今
の
世
の
君
子
」
を
指
す
。
当
歌
は
「
吉
野
」
に
「
良
し
」
を

掛
け
、
吉
野
が
よ
い
所
だ
と
言
わ
れ
た
の
は
珍
し
い
桜
が
咲
い
て
い
る
か
ら
だ
と
詠
む
。

（
植
田
彩
郁
）

百
首
歌
中
春

５２
花
に
あ
か
ぬ
歎
き
こ
る
て
ふ
斧
の
え
は
こ
ゝ
に
く
ち
な
ん
山
さ
く
ら
か
な

述
異
記
曰
、
晋
ノ

王
│

質
伐
レ

木
ヲ

至
二

信
安
郡
石
室
山
一

。
見
二

数
童
子
囲
一レ

碁
、
与
フ二

質
ニ

一
ノ

物
ヲ一

。
如
二

棗
核
一

。
含
テレ

之
ヲ

不
レ

飢
、
局

未
タレ

終
、
斧
ノ

柯
―

爛
尽
ク

。
既
ニ

帰
レ
ハ

無
二

復
時
ノ

人
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
一
八
一
番
。
述
異
記
（
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集
１３
）
上
、
一
三
丁
表
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。「
述
異
記
」「
晋
王
質
伐
木
至
信
安
郡
石
室
山
│
信
安
郡
有
石
室
山
晋
時
王
質
伐
木
至
」「
見
数
童
子

囲
碁
与
質
一
物
│
見
童
子
数
人
棋
而
歌
質
因
聴
之
童
子
以
一
物
与
質
」「
含
之
不
飢
局
未
終
│
質
含
之
不
覚
饑
俄
頃
童
子
謂
曰
何
不
去

質
起
視
」。

﹇
訳
﹈

百
首
歌
の
う
ち
、
春

美
し
い
花
に
飽
き
る
こ
と
が
な
く
、
歎
き
の
た
め
息
を
つ
き
、
そ
れ
が
凝
り
固
ま
る
で
は
な
い
が
、
投
げ
木
（
た
き
ぎ
）
を
伐
る
斧
の
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柄
が
、
き
っ
と
こ
こ
で
朽
ち
て
し
ま
う
ほ
ど
美
し
い
山
桜
だ
な
あ
。

述
異
記
に
よ
る
と
、
晋
の
王
質
は
木
を
伐
っ
て
、
信
安
郡
石
室
山
に
着
い
た
。
質
は
数
人
の
童
子
が
碁
を
囲
ん
で
い
る
の
を
見
て

い
る
と
、
子
供
が
質
に
あ
る
も
の
を
与
え
た
。
そ
れ
は
棗
の
種
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
口
に
含
む
と
空
腹
に
な
る
こ

と
も
な
く
、
碁
の
勝
負
が
つ
く
前
に
ふ
と
気
づ
く
と
、
斧
の
柄
が
腐
っ
て
い
た
。
山
か
ら
帰
る
と
、
知
っ
て
い
る
人
は
誰
も
い
な

か
っ
た
。

ら
ん
か

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
「
な
げ
き
こ
る
」
に
「
歎
き
凝
る
」
と
「
投
げ
木
樵
る
」
を
掛
け
る
。
典
拠
の
「
爛
柯
」（「
爛
」
は
腐
る
、「
柯
」
は
斧

の
柄
）
を
踏
ま
え
た
和
歌
は
、
す
で
に
『
古
今
和
歌
集
』
に
も
「
古
里
は
見
し
ご
と
も
あ
ら
ず
斧
の
柄
の
朽
ち
し
と
こ
ろ
ぞ
恋
し
か
り

け
る
」（
巻
一
八
・
雑
下
・
九
九
一
・
友
則
）
と
あ
る
。
当
歌
も
そ
の
故
事
を
踏
ま
え
て
、
斧
の
柄
が
朽
ち
て
し
ま
う
ほ
ど
見
と
れ
る

山
桜
の
美
し
さ
を
詠
ん
だ
も
の
。

﹇
参
考
﹈
童
子
た
ち
が
碁
で
は
な
く
琴
を
弾
い
て
い
た
と
い
う
異
伝
が
あ
る
。
例
『
浜
松
中
納
言
物
語
』（
巻
五
、
四
四
三
頁
）。

（
吉
岡
真
由
美
）

草
菴
花

５３
ふ
り
は
つ
る
草
の
庵
の
雨
に
し
も
わ
す
れ
ん
け
ふ
の
花
の
時
か
は

白
氏
文
集
。
蘭
省
花
時
錦
帳
下
、
廬
―

山
ノ

雨
―

夜
草
―

庵
ノ

中
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
八
〇
番
。
白
氏
文
集
、
巻
一
七
、
八
二
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
白
氏
文
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

草
庵
の
花

す
っ
か
り
古
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
草
庵
に
降
り
し
き
る
雨
の
中
で
も
、
今
日
の
花
盛
り
の
時
を
忘
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
上
）
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白
氏
文
集
。
貴
公
子
た
ち
は
尚
書
省
の
花
の
盛
り
の
時
に
、
錦
の
帷
帳
の
下
で
愉
快
な
時
を
過
ご
し
て
い
る
が
、
私
は
廬
山
の
雨

の
夜
に
草
堂
の
中
で
寂
し
く
過
ご
し
て
い
る
。

﹇
考
察
﹈
出
典
の
漢
詩
は
、
白
楽
天
が
廬
山
の
草
堂
で
夜
雨
の
音
を
聴
き
な
が
ら
独
り
宿
っ
た
際
に
、
長
安
に
い
る
友
人
た
ち
に
寄
せ
た

も
の
（
４７
番
歌
、
参
照
）。
当
歌
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
零
落
し
て
も
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
花
の
美
し
さ
を
詠
む
。
初
句
の
「
ふ
り
」

に
「
古
り
」
と
「
降
り
」
を
掛
け
る
。

（
吉
岡
真
由
美
）

花
落
衣
薫

５４
二
葉
よ
り
匂
ふ
林
に
い
る
袖
も
か
く
や
は
花
の
ち
る
を
つ
ゝ
ま
む

観
仏
三
昧
経
一
云
、
如
下

伊
蘭
林
ノ

方
四
十
由
旬
ナ
ラ
ン

、
有
テ二

一
│

科
ノ

牛
頭
栴
檀
一

、
雖
レ

有
二

根
│

芽
一

、
猶
ヲ

未
タレ

出
レ

土
。
其
伊
蘭
林
唯
―

ク
ラ

臭
ク
シ
テ

無
レ

香
シ
キ
コ
ト

。
若
シ

有
レ
ハ
レ

噉
二

其
ノ

花
│

菓
ヲ一

、
発
シ
テ
レ

狂
ヲ

而
死
ス

。
後
ノ―

時
栴
│

檀
ノ

根
―

芽
漸
│

ニ々

生
│

長
シ
テ

纔
ニ

欲
スレ

成
ン
ト
レ

樹
。
香
―

気

昌
―

盛
ニ
シ
テ

遂
ニ

能
改
―二

変
シ
テ

此
林
ヲ一

、
晋
―

皆
香
美
ニ
シ
テ

衆
―

生
見
者
皆
生
二

希
―

有
ノ

心
一

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
三
九
番
。
安
楽
集
、
上
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
花
落
衣
薫
│
花
落
薫
衣
」。『
安
楽
集
』（
貞
享
版
本
）「
雖
有
根
芽
│
雖
有
根
牙
」「
栴
檀
根
芽
│
栴
檀
根

牙
」。

﹇
訳
﹈

花
が
落
ち
て
衣
が
薫
る

二
葉
の
と
き
か
ら
香
気
が
漂
う
林
に
入
る
と
、
こ
の
よ
う
に
散
っ
て
い
く
花
を
私
の
袖
で
も
包
め
る
だ
ろ
う
か
。

観
仏
三
昧
経
に
よ
る
と
、
伊
蘭
の
林
が
四
十
由
旬
広
が
る
中
に
一
本
の
牛
頭
栴
檀
が
あ
っ
た
。
根
と
芽
は
あ
る
が
、
ま
だ
地
面
か
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ら
芽
を
出
し
て
い
な
い
と
き
、
そ
の
伊
蘭
の
林
は
悪
臭
を
放
ち
、
よ
い
香
り
な
ど
し
な
か
っ
た
。
万
が
一
そ
の
花
や
果
実
を
口
に

す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
が
狂
っ
て
死
ん
で
し
ま
う
程
で
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
栴
檀
の
根
や
芽
が
や
っ
と
成
長
し
て
、
ま
だ

弱
々
し
く
は
あ
る
が
小
さ
な
樹
に
な
っ
た
。
芳
香
は
広
く
漂
い
、
最
終
的
に
こ
の
林
を
す
べ
て
美
し
く
香
し
い
も
の
へ
と
変
え
て

し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
見
た
人
々
は
み
な
、
め
っ
た
に
な
い
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
い
う
思
い
を
起
こ
す
よ
う
な
も
の
だ
云
々
。

﹇
考
察
﹈
伊
蘭
は
煩
悩
を
、
栴
檀
は
念
仏
の
心
を
意
味
し
、
香
り
の
良
い
栴
檀
の
木
は
、
悪
臭
を
放
つ
伊
蘭
の
林
に
混
じ
っ
て
も
芳
香
を

失
わ
ず
、
最
終
的
に
は
林
そ
の
も
の
を
変
え
て
し
ま
う
と
い
う
例
え
を
も
っ
て
、
ど
ん
な
人
で
も
功
徳
を
つ
め
ば
、
煩
悩
・
諸
悪
を
断

絶
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
。
当
歌
は
そ
れ
を
踏
ま
え
、
花
が
散
る
こ
と
を
惜
し
み
、
そ
の
香
だ
け
で
も
衣
に
残
し
た
い
と
詠

む
。

ど
う
し
ゃ
く

ぶ
つ
だ
ば
つ
だ

ら

﹇
参
考
﹈『
安
楽
集
』
は
唐
の
道
綽
著
、
浄
土
真
宗
で
重
ん
じ
ら
れ
た
。『
観
仏
三
昧
経
』
は
東
晋
の
仏
駄
跋
陀
羅
訳
。

（
吉
岡
真
由
美
）

寄
花
神
祇

５５
葛
の
は
の
恨
の
秋
に
立
か
へ
り
神
の
い
か
き
も
花
そ
う
つ
ろ
ふ

古
今
集
云
、
神
の
社
の
あ
た
り
を
ま
か
り
け
る
時
に
、
い
か
き
の
う
ち
の
紅
葉
を
見
て
よ
め
る
、
貫
之
。

千
早
振
神
の
い
か
き
に
は
ふ
葛
も
秋
に
は
あ
へ
す
う
つ
ろ
ひ
に
け
り

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
四
三
番
。
古
今
和
歌
集
、
巻
五
、
秋
下
、
二
六
二
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
古
今
和
歌
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

花
に
寄
せ
る
神
祇

葛
の
葉
の
色
で
さ
え
変
わ
っ
て
し
ま
う
恨
め
し
い
秋
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
に
、
神
社
の
玉
垣
に
も
桜
が
散
る
こ
と
だ
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
上
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古
今
和
歌
集
に
よ
る
と
、
神
社
の
近
所
を
通
っ
た
時
に
、
玉
垣
の
中
の
紅
葉
し
た
葛
を
詠
ん
だ
歌
、
紀
貫
之
。

神
社
の
玉
垣
に
絡
ま
る
葛
は
神
様
の
ご
威
光
で
い
つ
も
青
々
と
し
て
い
そ
う
な
も
の
だ
が
、
そ
れ
さ
え
や
は
り
秋
の
力
に
は
か
な

わ
な
い
で
、
色
が
変
わ
っ
た
の
だ
な
あ
。

﹇
考
察
﹈
葛
の
葉
は
風
に
翻
っ
て
見
せ
る
白
い
裏
葉
が
印
象
的
な
こ
と
か
ら
、
裏
見
草
と
も
呼
ば
れ
、「
恨
み
」
と
の
掛
詞
と
し
て
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。
当
歌
は
、
境
内
の
葛
の
葉
で
さ
え
秋
に
な
る
と
紅
葉
す
る
の
だ
か
ら
、
桜
が
散
る
の
も
仕
方
な
い
と
詠
ん
だ
も

の
。

（
風
岡
む
つ
み
）

春
月

５６
太
山
木
の
あ
ら
し
や
花
の
か
た
は
ら
に
月
を
な
さ
し
と
雲
は
ら
ふ
ら
ん

紅
葉
の
賀
の
巻
の
詞
、
前
に
見
え
た
り
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
三
八
五
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

春
の
月

山
奥
か
ら
吹
き
下
ろ
す
風
は
、
桜
の
傍
ら
に
月
を
置
か
な
い
よ
う
に
雲
を
押
し
流
し
て
（
月
を
隠
そ
う
と
し
て
）
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

紅
葉
賀
巻
の
文
章
は
、
前
述
し
た
。（
３５
・
５０
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
紅
葉
賀
の
巻
で
は
、
光
源
氏
と
青
海
波
を
舞
う
頭
中
将
を
「
花
の
傍
ら
の
深
山
木
」
に
た
と
え
る
。
当
歌
は
そ
れ

を
踏
ま
え
て
、
深
山
木
は
桜
の
そ
ば
を
独
占
し
た
い
た
め
、
桜
に
近
づ
く
月
を
雲
で
隠
そ
う
と
し
て
、
奥
山
か
ら
嵐
を
吹
か
せ
る
の
だ

ろ
う
と
詠
む
。

― １５９ ―

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
上
）



（
風
岡
む
つ
み
）

春
暁
月

柏
玉

５７
雲
に
あ
ふ
影
を
お
も
へ
は
春
の
よ
の
あ
か
つ
き
月
は
か
す
ま
さ
り
け
り

古
今
集
序
い
は
く
、
秋
の
月
を
み
る
に
、
暁
の
雲
に
あ
へ
る
か
こ
と
し
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
二
三
二
番
。
古
今
和
歌
集
序
、
二
七
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
古
今
和
歌
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

春
の
暁
の
月

雲
に
お
お
わ
れ
る
秋
の
月
を
思
え
ば
、
春
夜
の
暁
の
月
は
霞
む
こ
と
が
な
い
な
あ
。

古
今
和
歌
集
の
序
に
よ
る
と
、
秋
の
月
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
暁
の
雲
に
お
お
わ
れ
た
よ
う
な
も
の
だ
。

﹇
考
察
﹈『
古
今
和
歌
集
』
序
の
一
節
は
、
宇
治
山
の
喜
撰
法
師
の
「
言
葉
か
す
か
に
し
て
、
始
め
終
わ
り
た
し
か
な
ら
ず
」（
言
葉
が
控

え
め
で
あ
っ
て
、
歌
の
道
筋
が
確
か
で
は
な
い
）
と
い
う
歌
風
を
例
え
た
も
の
。

（
城
阪
早
紀
）

旅
宿
春
月

５８
む
す
ふ
へ
き
夢
も
は
か
な
し
秋
の
よ
と
た
の
ま
ぬ
月
の
春
の
ま
く
ら
は

い
せ
物
語
云
、
お
ほ
み
き
た
ま
ひ
、
ろ
く
た
ま
は
む
と
て
、
つ
か
は
さ
ゝ
り
け
り
。
此
む
ま
の
か
み
、
心
も
と
な
か
り
て
、「
枕

と
て
草
引
む
す
ふ
こ
と
も
せ
し
秋
の
夜
と
た
に
た
の
ま
れ
な
く
に
」
と
、
よ
み
け
る
。
時
は
、
や
よ
ひ
の
つ
こ
も
り
な
り
け
り
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集

三
〇
三
番
。
伊
勢
物
語
、
八
三
段
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
夢
│
草
」。『
伊
勢
物
語
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

旅
宿
の
春
月

『
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見
ら
れ
る
夢
も
、
は
か
な
い
も
の
だ
な
あ
。
秋
の
長
夜
の
よ
う
に
頼
み
に
で
き
な
い
三
月
の
、
春
の
眠
り
で
は
。

伊
勢
物
語
に
よ
る
と
、
御
酒
を
下
さ
れ
、
ご
褒
美
を
下
さ
ろ
う
と
の
思
し
召
し
で
、
お
放
し
な
さ
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
馬
の
頭
は

お
許
し
が
待
ち
ど
お
し
く
心
せ
い
て
、「
今
夜
は
お
そ
ば
に
い
て
、
枕
と
し
て
草
を
引
き
寄
せ
て
結
ぶ
旅
の
仮
寝
も
い
た
し
ま
す

ま
い
。
短
夜
の
春
で
す
か
ら
、
秋
の
よ
う
に
せ
め
て
夜
長
を
頼
み
に
し
て
、
ゆ
っ
く
り
す
る
こ
と
さ
え
も
で
き
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に

夜
が
明
け
て
し
ま
い
ま
す
の
で
」
と
詠
ん
だ
。
時
節
は
三
月
の
末
で
あ
っ
た
。

﹇
考
察
﹈『
伊
勢
物
語
』
八
三
段
は
、
惟
喬
親
王
の
お
供
と
し
て
馬
の
頭
だ
っ
た
翁
が
鷹
狩
り
に
行
き
、
幾
日
か
経
っ
て
親
王
が
都
の
邸
宅

に
戻
ら
れ
た
の
で
、
馬
の
頭
は
早
く
帰
ろ
う
と
し
た
が
引
き
留
め
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。「
三
月
の
末
」
は
、
四
季
の
う
ち
最
も
夜
が

短
い
夏
に
接
し
て
い
る
。

（
城
阪
早
紀
）

― １６１ ―

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

春
部
（
上
）






